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は じ め に 

 

 

 
 小城市教育委員会では、令和４年３月に小城市の実情に応じた教育の振興

のため策定した「第３次小城市教育振興基本計画」と小城市教育の大綱を基

に、小城市の教育施策を展開しています。 

「小城市の教育」は、小城市教育委員会における前年度事業実績及び今年

度の事業について、５つの基本方針に分けて概要を収録した令和６年度の小

城市の教育要覧です。小城市の教育行政をご理解いただくための資料として

ご活用いただければ幸いです。 
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小 城 市 の 概 要 

 
  小城市は、佐賀県のほぼ中央にあり、佐賀平野の西端に位置しています。県庁所在地である佐賀市に隣

接し、佐賀市まで約 10ｋｍ、福岡市まで約 70ｋｍ、長崎市まで約 100ｋｍの距離にあります。小城市

の地形は、北部に標高 1,046ｍの秀峰天山を中心とする天山山系がそびえ、中央部に肥沃な平野がありま

す。南部にはクリーク地帯が縦横に広がり、日本一の面積の干潟が広がる有明海に面しています。主な河

川には天山山系を源にした祇園川、晴気川、牛津川があり、これらの河川は扇状地を形成し、小城の平野

部を潤して嘉瀬川及び六角川に合流して、有明海へと注いでいます。 

  この小城の地名は、今から 1,250 年ほど前の奈良時代に編纂された｢肥前国風土記｣に出ている小城の地

の豪族がたてこもった｢堡
おき

｣に由来するといわれております。小城市の歴史は古く、旧石器時代までさかの

ぼります。小城町には、嘉瀬川以西では古墳時代最古の前方後円墳である茶筅
ちゃせん

塚
づか

古墳と、奈良時代の寺院

跡の寺浦廃寺があります。鎌倉時代になると関東の武将 千葉常
つね

胤
たね

が源頼朝から晴気庄の地頭職を賜って

以来、戦国時代まで千葉氏が小城町の千葉城を中心とした城下町をつくり繁栄しました。江戸時代になる

と小城鍋島藩の藩邸が置かれ、藩邸の周りには武家屋敷や町人の町がつくられ、明治維新まで続きました。

三日月町には、弥生時代の土生遺跡（国史跡）があります。土生遺跡からは朝鮮半島との交流を物語る土

器などが大量に出土しています。三日月町の平野部には古代の条里制の名残である碁盤目のように整然と

区画された景観や地名が見られます。江戸時代には小城藩の米どころとして栄えました。牛津町は、江戸

時代から長崎街道の宿場町として、また牛津川の港町として栄え、“西の浪花”と呼ばれるほど商業が発展

しました。一方、砥川地区には古くから石工集団が住み、北部九州一帯で活動し、優美な石仏など数多く

の石造物を残しました。芦刈町は、鎌倉時代の終わりから干拓が始まり、戦国時代には徳島氏、鴨打氏な

どの武将が本拠を置き、農漁業のまちとして栄えました。また、有明海沿岸はムツゴロウやシオマネキの

保護区に指定されています。 

こうした歴史的特長をもつ小城町、三日月町、牛津町、芦刈町の４町が平成 17 年３月１日に合併し、

人口約４万７千人（令和６年 3 月末現在人口 44,109 人）、面積 95.85k ㎡（令和６年１月１日現在 95.81 

k ㎡）の「小城市」が誕生しました。 

  小城市は、“「誇
こ

郷
きょう

幸
こう

輝
き

」～ みんなの笑顔が輝き 幸せを感じる ふるさと小城市 ～”を目指す将来像と

して、小城市が「みんなの幸せな笑顔が輝く、誇らしいふるさと」であってほしいという市民全体の想い

と願いを実現するためにまちづくりを推進しています。 
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基本目標

　

「
城
創
伝
心
」

　
小
城
の
歴
史
と
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、

文
化
を
創
造
す
る
豊
か
な
心
を
育
み
後
世
へ
伝
え
る
人
づ
く
り

1 学ぶ力を育むための環境整備

　学ぶ力の向上を目指すために、小中学校の施設整備を行い、ICTを利活用した学校
教育の推進を目指していきます。

１ 学校教育の充実

2 豊かな心を育む教育の推進

　豊かな心を育むために、家庭や地域と連携し、相談体制を充実させていきます。

3 健やかな体づくりの推進

　健やかな体を育むために、地域の食材を使った安心安全な給食を提供するととも
に、健康で丈夫な体づくりに取り組んでいきます。

2 子育て支援の充実

　取り組みの成果を生かすため、様々な分野における指導者やボランティアと連携し
た積極的な活動を推進することで地域の活性化を図ります。

４ 子育て環境の充実

　働きながら子育てをしている家庭の育児負担を軽減するため、子育て家庭のニーズ
に対応した幼児教育・保育サービスの充実や環境整備を行います。また、放課後児童
クラブや児童センターなど健全で安全な居場所の環境づくりに努めます。

3 青少年の健全育成

５ 青少年健全育成環境づくり

　青少年の健全育成のための体制や活動について情報発信を行い、地域や関係機関・
団体、家庭での取り組みを推進します。

６ 青少年の地域活動の促進

　青少年が健やかに成長し、社会で生きる力を養うため、地域での青少年の主体的な
活動を促進します。

4 生涯学習・生涯スポーツ
　の充実

７ 生涯学習・生涯スポーツの環境の充実

　市民が自発的に学習・スポーツ活動が行えるよう、ニーズを的確に把握しながら、
施設等拠点の整備や学習・スポーツに取り組む機会の提供に努めます。また、生涯ス
ポーツ・レクリエーションから競技スポーツまで、幅広くスポーツ活動に取り組める
よう環境の充実を図ります。

８ 自主的な取り組みの推進

5 歴史・文化の継承と文化財
　の保存

９ 歴史、文化・伝統芸能の継承と振興

　展示施設を活用し、歴史・文化に触れる機会をつくります。伝統芸能を後世に継承
できるように活動団体に対して支援を行います。

10 文化財の適正な保護

　指定文化財の適正な保存や未指定文化財の調査を行い、指定・整備を進めます。文
化財保護意識を高めるために情報発信を行います。

基本方針（第３次） 施 策（第３次）

【 小城市教育の大綱 】 
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◇ 教 育 委 員 会 

 

１ 教育委員会の委員 
 
  小城市教育委員会は、６人の委員と教育長で構成されています。委員は、人格が高潔で教育、学術及び

文化に関し識見を有する者のうちから、市長が市議会の同意を得て任命し、任期は４年です。 

また、教育長は、市長が市議会の同意を得て任命し、任期は３年です。 

教育委員会には教育長が置かれ、教育委員会の意思決定のもとに教育委員会の権限に属するすべての事

務をつかさどります。また、これらの事務を処理するために教育委員会に事務局が置かれ、教育長は事務

局の事務を統括し、所属の職員を指揮監督します。 

 

 

 

【教育長】                    ≪令和６年 6 月 1 日現在≫ 

職  名 氏 名 任  期 

教 育 長 大
おお

 野
の

 敬
けい

 一
いち

 郎
ろう

  令和５年 6 月 1 日～令和８年 5 月 31 日 

 

 

【教育委員】                   ≪令和６年 6 月 1 日現在≫ 

職  名 氏 名  任  期 

委   員 
（教育長職務代理者※） 荒

あら

 牧
まき

 登
と

 貴
き

 子
こ

 
令和 6 年 5 月 16 日～令和 10 年 5 月 15 日 

（※令和３年 5 月１６日指名） 

委   員 飯
い

 盛
さかり

 宏
ひろ

 徳
のり

 令和６年 5 月 16 日～令和 10 年 5 月 15 日 

委   員 白
しら

 木
き

 原
はら

 佳
よし

 子
こ

 令和４年 5 月 16 日～令和８年 5 月 15 日 

委   員 吉
よし

 田
だ

 安
やす

 之
ゆき

 令和５年 5 月 16 日～令和９年 5 月 15 日 

委   員 永
なが

 野
の

 篤
あつ

 子
こ

 令和３年 5 月 16 日～令和７年 5 月 15 日 

委   員 梶
かじ

 原
わら

 彰
あき

 夫
お

 令和３年６月 1 日～令和７年 5 月 31 日 
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２ 教育委員会の組織（令和６年 4 月 1 日現在） 

 

指
定

管
理

－

文化財保護係

三日月野外研修センター

砥川地域連携室

牛津公民館・別館

学  事  係

指   導   係

学校給食係

下畑田教育集会所

三日月体育館

芦刈運動公園（芦刈文化体育館含む）

牛津武道館

三日月グラウンド

保育幼稚園係

芦刈給食センター

教
 

育
 

長

教
育
部
長

社会教育施設係

砥川保育園

生涯学習課

学校教育担当部長

小城保育園

晴田幼稚園

認定こども園三日月幼稚園

保育幼稚園課

教育総務課

学校教育課

子ども支援センター

三日月中学校

小城中学校

三里小学校

砥川小学校

学校給食センター

晴田小学校

生涯学習センタードゥイング三日月

三日月小学校

小城体育センター

桜岡支館

晴田支館

小城図書館係（桜城館）

芦刈公民館係

中林梧竹記念館（桜城館）

歴史資料館（桜城館）

牛津赤れんが館

小城市民図書館牛津分室（牛津公民館）

庶　務　係

桜岡小学校

施　設　係

指導管理係

三日月図書館係（ドゥイング）

指
　
定
　
管
　
理

小城市民図書館芦刈分室（あしぱる）

芦刈中学校（芦刈観瀾校）

芦刈小学校（芦刈観瀾校）

岩松小学校

小城文化センター

史跡土生遺跡公園

牛津小学校

フットボールセンター

牛津中学校

牛津運動公園

牛津会館

三里支館

牛津体育センター
生涯学習・三日月公民館係

岩松支館

文化課（図書館）
文化振興係

小城公民館係

牛津公民館係
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３ 教育委員会の事務分掌 

課 名 分  掌  事  務 

教育総務課 （１）教育委員会内事務の連絡調整に関すること。 

（２）文書及び公印に関すること。 

（３）職員の任免、給与、分限、懲戒、服務その他の人事に関すること。 

（４）職員の福利厚生に関すること。 

（５）教育委員会の会議に関すること。 

（６）地方公務員等共済組合法(昭和37年法律第152号)の措置に関すること。 

（７）教育委員会規則等の制定及び改廃に関すること。 

（８）教育に係る総合的企画及び調整に関すること。 

（９）育英資金に関すること。 

（10）栄典事務に関すること。 

（11）地方教育費調査その他の調査統計に関すること。 

（12）学校教育施設の設置、管理及び廃止に関すること。 

（13）教育財産の管理及び整備計画に関すること。 

（14）学校施設の開放に関すること。 

（15）通学区域に関すること。 

（16）学校予算の執行及び決算並びに指導に関すること。 

（17）学校の指定に関すること。 

（18）就学援助及び就学奨励に関すること。 

（19）生徒及び児童の就学に関すること。 

（20）学齢簿の作成に関すること。 

（21）学級編成に関すること。 

（22）教科書その他教材の取扱いに関すること。 

（23）学校教育情報化の設備に関すること。 

（24）学校図書館に関すること。 

（25）学校保健の調査、統計等に関すること。 

（26）学校環境衛生の調査に関すること。 

（27）児童、生徒等の災害共済給付に関すること。 

（28）通学路に関すること。 

（29）放課後児童健全育成事業に関すること。 

（30）給食センターの管理及び運営に関すること。 

（31）学校給食の運営及び指導に関すること。 

（32）学校給食に係る食育の推進に関すること。 

（33）他の課の主管に属しないこと。 

保育幼稚園課 （１）幼児教育及び保育の実施に関すること。 

（２）子ども・子育て支援給付に関すること。 

（３）公立保育園・幼稚園及び認定こども園の管理及び運営に関すること。 

（４）幼稚園教諭の免許の手続に関すること。 

（５）幼児教育・保育ネットワークに関すること。 

（６）特別支援教育に関すること。 
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（７）地域子ども・子育て支援に関すること。 

（８）その他就学前児童に関すること。 

（９）幼児教育及び保育施設の設置、管理及び廃止に関すること。 

（10）所管する社会福祉法人の認可及び指導監査に関すること。 

学校教育課 （１）教職員の任免についての内申その他人事の手続に関すること。 

（２）教職員の給与、恩給及び共済に関すること。 

（３）免許及び検定の手続に関すること。 

（４）教職員の調査、統計及び報告に関すること。 

（５）学校の組織編制、教育課程、学習指導、いじめ、生徒指導及び進路指導に関すること。 

（６）校長、教員その他教育関係職員の研修に関すること。 

（７）学校人権・同和教育に関すること。 

（８）教育相談に関すること。 

（９）不登校児童生徒に関すること。 

（10）学校保健安全教育の指導に関すること。 

（11）子ども支援センターに関すること。 

（12）情報教育の指導に関すること。 

（13）特別支援教育に関すること。 

（14）前各号に掲げるもののほか、学校教育の指導に関すること。 

生涯学習課 （１）社会教育の計画、立案に関すること。 

（２）社会教育委員の会議に関すること。 

（３）社会教育施設等の設置及び管理に関すること。 

（４）社会教育の推進及び生涯学習の振興に関すること。 

（５）社会教育関連機関及び社会教育関係団体との連絡調整及び振興に関すること。 

（６）青少年の健全育成に関すること。 

（７）社会人権・同和教育に関すること。 

（８）社会体育の計画、立案に関すること。 

（９）スポーツ推進委員に関すること。 

（10）社会体育施設の設置及び管理に関すること。 

（11）社会体育の推進に関すること。 

（12）社会体育関連機関との調整及び社会体育団体との連絡調整及び振興に関すること。 

（13）公民館活動の振興に関すること。 

（14）前各号に掲げるもののほか、社会教育、社会体育、公民館に関すること。 
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文化課 （１）文化施設の設置、管理及び廃止に関すること。 

（２）文化団体の育成・指導に関すること。 

（３）文化振興に関すること。 

（４）歴史資料館に関すること。 

（５）中林梧竹記念館に関すること。 

（６）前各号に掲げるもののほか、文化行政に関すること。 

（７）小城市指定文化財の保存、調査及び活用に関すること。 

（８）埋蔵文化財に関すること。 

（９）文化財の指定及び管理に関すること。 

（10）文化財愛護意識の普及及び啓発に関すること。 

（11）文化財保護審議会に関すること。 

（12）文化財事務の委任に関すること。 

（13）市民図書館に関すること。 

（14）自動車図書館に関すること。 

（15）読書団体の育成指導に関すること。 
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４ 教育委員会の事務局職員数 （令和６年４月 1 日現在） 
（産休・育休職員含む） 

1 1 2

1 1 4 5 2 13

1 1 所長は課長兼務

1 6 2 9
所長は芦刈観瀾校校長が兼

務

1 1 2 1 2 4 　 1 12

3 5 26 7 58 99

1 2 1 4 部長は課長事務を取り扱う

6 6
「ほたる」

3人

57 57

1 1 2 4 8 16

1 2 6 9

1 2 6 9

1 2 5 8

0 管理委託

1 1

0 指定管理

0 指定管理

0 指定管理

0 指定管理

0 指定管理

0 指定管理

0 指定管理

0 指定管理

1 1 1 4 18 25

歴史資料館、中林梧竹記念館及び市 民図 書館

の館長は課長兼務

文化振興係長は副課長兼務

0

0 管理委託

0 管理委託

0 受付業務委託

三日月館 1 2 12 15

小城館 1 1 9 11

牛津分室 2 2

芦刈分室 2 2

合

計
1 2 4 9 19 1 19 9 26 1 1 13 0 196 301

公民館長及び生涯学習セン

ター長は課長兼務

図

　

書

　

館

保

育

幼

稚

園

課

　

史跡土生遺跡公園

小城文化センター

牛津会館･牛津赤れんが館

歴史資料館･中林梧竹記念館

小城市フットボールセンター

文

　

　

化

　

　

課

文化振興係・文化財保護係

芦刈運動公園

（芦刈文化体育館）

生

涯

学

習

課

小城市生涯学習センター（生涯学習・

三日月公民館係、社会教育施設係）

三日月野外研修センター

下畑田教育集会所

小城体育センター

牛津武道館

三日月体育館

牛津体育センター

牛津公民館

芦刈地域交流センター

（芦刈公民館）

小城公民館

小中学校

芦刈給食センター

指導管理係・保育幼稚園係

保育園・幼稚園・認定こども園

備　　考

会

計

年

度

任

用

職

員

合

　

　

計

教

諭

・

保

育

士

・

保

育

教

諭

学

校

栄

養

職

員

調

理

長

教

育

長

教育委員会事務局

参

事

・

副

課

長

園

長

・

指

導

主

任

係

長

指

導

主

事

調

理

員

学

校

教

育

課

指導係

子ども支援センター

学校給食センター

教

育

総

務

課

庶務係・施設係・学事係・

学校給食係

用

務

員

三日月グラウンド

牛津運動公園

主

査

主

事

部

長

課

長

職 種

組 織
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５ 教育委員会の所管する事業一覧 

基本方針 施策名 基本事業名 主管課
事業
番号

１．小中学校の教育の充実 学校教育課 1

２．情報教育の充実
教育総務課
学校教育課

2

３．安全・安心な学校づくり 教育総務課 3

１．心の問題への対応 学校教育課 4

２．特別支援教育の充実 学校教育課 5

３．健やかな体づくりの推進 １．健やかな体づくりの推進 教育総務課 6

１．幼児教育・保育の充実 保育幼稚園課 7

２．地域における子育て支援サービスの充実 教育総務課 8

５．青少年健全育成環境づく
　　り

１．青少年の育成と育成環境の強化 生涯学習課 9

６．青少年の地域活動の促進 １．家庭教育と地域活動の支援 生涯学習課 10

１．安全で快適な生涯学習環境の提供 生涯学習課 11

２．社会体育施設の安全管理とスポーツ活動の活
　　発化

生涯学習課 12

３．図書館事業 文化課 13

８.　自主的な取り組みの推進 １．生涯学習の地域還元の取り組み 生涯学習課 14

１．文化事業の振興 文化課 15

２．中林梧竹記念館と歴史資料館及び文化施設の
　　活用

文化課 16

３．伝統芸能の継承 文化課 17

10．文化財の適正な保護 １．文化財の適正な保護 文化課 18

５　歴史・文化の継
　　承と文化財の保
　　存

７．生涯学習・生涯スポーツ
　　の環境の充実

３　青少年の健全育
　　成

２．豊かな心を育む教育の推
　　進

１．学ぶ力を育むための環境
　　整備

１　学校教育の充実

２　子育て支援の充
　　実

４．子育て環境の充実

４　生涯学習・生涯
　　スポーツの充実

９．歴史、文化・伝統芸能の
　　継承と振興
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令和 6 年度 小城市教育の基本方針  

 

小城市総合計画の将来像である“「誇郷幸輝」みんなの笑顔が輝き幸せを感じるふるさと

小城市”の実現を目指す小城市教育振興基本計画の基本目標は、「城創伝心」です。 

 

「 城
じょう

創
そう

伝心
でんしん

」とは “ 小城の歴史と伝統を受け継ぎ、文化を創造する 

豊かな心を育み後世へ伝える 人づくり ” 

 

小城市教育委員会は、学校・家庭・地域と連携を密にして、市民一人一人が、ふるさと

小城市の歴史と伝統を受け継ぎ、豊かな人間性を培い、生涯にわたって自ら学ぶ意欲や健

康に生きるための体力を養うなど「生きる力」を育んでいきます。 

なかでも、家庭は、教育の出発点でありその第一義的な責任を有するものとして、子ど

もの課題は大人の課題であるということを自覚することが大切です。 

そのため教育委員会は、子どものいる家庭に対し、基本的な生活習慣や社会における規

範意識が身につく情報を提供するなど、多方面から支援します。 

 

■基本方針 

小城市教育の基本目標である「城創伝心」を体系的に推進するため、次の５つを基本

方針とします。 

１「学校教育の充実」 

２「子育て支援の充実」 

３「青少年の健全育成」 

４「生涯学習・生涯スポーツの充実」 

５「歴史・文化の継承と文化財の保存」 

 

■重点目標 

小城市では、次の８つを重点目標とし、学校・家庭・地域が一体となって教育を推進

します。 

◆ 人権・命の尊重と道徳性を育む心の教育の推進 

◆ 安全で安心して過ごせる居場所づくり 

◆ 基本的生活習慣の定着と家庭教育力の向上 

◆ ICT 活用教育の充実 

◆ 豊かな心と健やかな体の育成 

◆ 広い教養の育成と家読（うちどく）の推進 

 地域の歴史・文化に触れる機会の創出 

 SAGA2024 国スポ・全障スポを機にスポーツを通した生活習慣づくり 

 

■「小城市教育の日」・「小城市文化と教育に親しむ月間」・「いじめ防止、心を考える

日」 

広く市民の文化・教育に対する意識を高めるために、６月の第 2 日曜日を「小城市教

育の日」、11 月を「小城市文化と教育に親しむ月間」と定め、その期間を中心に文化・

教育に関する行事を開催します。 

また、毎月 10 日を「いじめ防止、心を考える日」と定め、いじめ防止啓発活動を実

施します。 
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豊かな心と健やかな体の育成

城 創 伝 心
じ ょ う そ う で ん し ん

小城の歴史と伝統を受け継ぎ、文化を創造する

豊かな心を育み後世へ伝える人づくり

学校等の教育機関

幼児教育・保育機関

社会教育機関

市民・家庭

地域社会

自治会

企業等

小城市教育委員会が目指すもの

人権・命の尊重と道徳性を育む心の教育の推進

基本的生活習慣の定着と家庭教育力の向上

ICT活用教育の充実

安全で安心して過ごせる居場所づくり

広い教養の育成と家読（うちどく）の推進

地域の歴史・文化に触れる機会の創出

SAGA２０２４国スポ・全障スポを機にスポーツを通した生活習慣づくり
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◇ 教 育 財 政 

 

１． 一般会計予算 （令和６年度当初） 

市 税

17.1 

地方交付税

28.2 

国庫支出金

15.8 

県支出金

8.0 

市 債

8.0 

その他

22.9 

歳入構成

議会費 0.9

総務費

10.0 

民生費

34.9 

衛生費

10.0 

労働費 0.0

農林

水産業

4.6 
商工費 1.4

土木費

11.3 

消防費 5.4 

教育費

10.4

災害復旧費

2.0

公債費

9.1 

予備費等 0.1 

歳出構成

 
                  

 
                （単位：％）                     （単位：％） 

 

 

（単位:千円･％）

金　額 構成比 金　額 構成比

1 市 税 4,283,290 17.1 1 議 会 費 215,452 0.9

2 地 方 譲 与 税 160,468 0.6 2 総 務 費 2,498,532 10.0

3 利 子 割 交 付 金 1,768 0.0 3 民 生 費 8,714,850 34.9

4 配 当 割 交 付 金 20,176 0.1 4 衛 生 費 2,498,834 10.0

5 株式等譲渡所得割交付金 24,061 0.1 5 労 働 費 9,177 0.0

6 法 人 事 業 税 交 付 金 62,479 0.3 6 農 林 水 産 業 費 1,153,635 4.6

7 地 方 消 費 税 交 付 金 1,072,261 4.3 7 商 工 費 340,998 1.4

8 環 境 性 能 割 交 付 金 13,552 0.1 8 土 木 費 2,811,288 11.3

9 地 方 特 例 交 付 金 247,161 1.0 9 消 防 費 1,350,486 5.4

10 地 方 交 付 税 7,050,000 28.2 10 教 育 費 2,588,851 10.4

11 交通安全対策特別交付金 7,800 0.0 11 災 害 復 旧 費 506,399 2.0

12 分 担 金 及 び 負 担 金 123,915 0.5 12 公 債 費 2,263,529 9.1

13 使 用 料 及 び 手 数 料 165,010 0.7 13 諸 支 出 金 1 0.0

14 国 庫 支 出 金 3,956,824 15.8 14 予 備 費 30,000 0.1

15 県 支 出 金 1,999,001 8.0

16 財 産 収 入 22,218 0.1

17 寄 附 金 1,348,110 5.4

18 繰 入 金 1,952,248 7.8

19 繰 越 金 100,000 0.4

20 諸 収 入 368,746 1.5

21 市 債 2,002,944 8.0

24,982,032 100.0 24,982,032 100.0

【 内 訳 】

歳　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　出

款 款

歳 入 合 計 歳 出 合 計

 

※構成比は、端数処理の関係上、一致しない場合があります。 
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２．教育委員会所管予算（令和６年度当初） 

 

国県支出金

40.0 

地方債

5.9 
その他

9.3 

一般財源

44.8 財源構成

  
                                 （単位：％）                          （単位：％） 

 

【 内 訳 】
（単位:千円･％）

款 項 国県支出金 地方債 その他 一般財源

3 民生費 4,361,370 2,601,983 218,700 318,702 1,221,985 62.8

2 児童福祉費 4,361,370 2,601,983 218,700 318,702 1,221,985 62.8

1 児 童 福 祉 総 務 費 1,057,399 528,885 217,300 101,226 209,988 15.2

2 児 童 措 置 費 2,575,076 1,994,925 175,637 404,514 37.1

3 母 子 福 祉 費 207,238 75,153 11 132,074 3.0

4 児 童 福 祉 施 設 費 33,014 3,020 1,400 9,111 19,483 0.5

5 保 育 園 費 488,643 32,717 455,926 7.0

10 教育費 2,588,851 178,185 193,700 328,527 1,888,439 37.2

1 教育総務費 664,256 69,590 4,300 182,472 407,894 9.6

1 教 育 委 員 会 費 4,615 4,615 0.1

2 事 務 局 費 506,497 8,313 4,300 156,140 337,744 7.3

3 放課後児童健全育成費 152,459 61,277 25,647 65,535 2.2

4 小柳育英資金貸付費 685 685

2 小学校費 242,074 3,132 4,900 10,801 223,241 3.5

1 学 校 管 理 費 188,772 4,900 9,751 174,121 2.7

2 教 育 振 興 費 53,302 3,132 1,050 49,120 0.8

3 学 校 建 設 費 0 

3 中学校費 135,780 1,988 2,600 4,090 127,102 2.0

1 学 校 管 理 費 102,148 2,600 3,570 95,978 1.5

2 教 育 振 興 費 33,632 1,988 520 31,124 0.5

4 幼稚園費 45,638 91 45,547 0.6

1 幼 稚 園 費 45,638 91 45,547 0.6

5 社会教育費 658,858 7,640 138,800 30,435 481,983 9.4

1 社 会 教 育 総 務 費 273,918 3,003 128,900 9,352 132,663 3.9

2 公 民 館 費 126,403 259 8,200 4,155 113,789 1.8

3 図 書 館 費 131,356 2,344 129,012 1.9

4 文 化 振 興 費 104,924 1,100 6,287 97,537 1.5

5 文 化 財 保 護 費 19,813 4,200 600 8,289 6,724 0.3

6 社 会 同 和 費 2,444 178 8 2,258

6 保健体育費 842,245 95,835 43,100 100,638 602,672 12.1

1 保 健 体 育 総 務 費 260,175 77,258 1,300 418 181,199 3.7

2 体 育 施 設 費 202,666 41,800 17,208 143,658 2.9

3 学 校 給 食 費 379,404 18,577 83,012 277,815 5.5

6,950,221 2,780,168 412,400 647,229 3,110,424 100.0

構成比
予算費目名

金　額
財 源 内 訳

目

合　　　　　　　　計

※構成比は、端数処理の関係上、一致しない場合があります。 
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第１章 学ぶ力を育むための環境整備 
 

第１節 方針と施策 

 １．方 針 

学習指導要領の趣旨に基づき、学校教育に係る基本方針として「いきいき学ぶ学校教育の

推進」、「学校教育環境の整備充実」を掲げています。 

その具現化にむけ、学校が教育の専門機関としての機能を十分に発揮し、豊かな人間性や

コミュニケーション能力、学力の向上など「生きる力」を醸成し、これからの社会を生き抜
くための力を育む環境づくりに努めます。 

 

 ２．現状と課題 

（１）小中学校の教育の充実 

新型コロナウイルス感染症が５類に移行になったことで学校の生活様式が以前と同様の

状態を取り戻してきています。コロナ禍に見直された教育課程や IＣＴ機器の効果的な利用

に合わせて、これまでの集団活動や外部機関との交流学習を組み合わせながら、より教育活

動の充実を求めるとともに適切な学校運営が必要になります。 

令和５年度の全国学習状況調査や佐賀県小・中学校学習状況調査の結果をみると、小学校

と中学校ともに学年や教科によって多少の差はあるもののここ数年間において、県平均とほ

ぼ同じか下回る状況にあり、学力の定着は小城市教育の大きな課題です。小中学校において

は、各学校における校内研究を充実させ、授業力の向上を図っていく必要があります。また、

学習への興味、関心を高めたり、小城市の歴史や文化を生かしたりするような学習への取り

組みも重要です。また、国際交流を通して、子どもたちが外国の文化に触れる機会をつくる

など、今後も国際理解を深める必要があります。さらに今年は、国スポ開催に伴ってスポー

ツを通した教育活動により多面的な学びが十分展開できるものと期待しています。 

その一方で、教職員の長時間勤務が大きな課題となっています。教職員の負担軽減を図り、

限られた時間の中で、教育の質の向上を目指していくことが強く求められます。また、子ど

もたちを事件や事故等から守り、学習や生活の場としての安全・安心で質の高い環境を確保

するために、学校の安全や危機管理体制を確立する必要があります。そのためにも、なお一

層学校・家庭・地域との連携、協力が必要不可欠で、開かれた学校運営に努め、信頼される

学校づくりを進めていく必要があります。 

 

（２）情報教育の充実   

    平成 23 年に「小城市教育情報化推進協議会」を設置し、教育の情報化を推進しています。

電子黒板や ICT 機器の整備については、平成 25 年度までに小中学校への導入を完了しまし

た。令和２年度には、GIGA スクール構想に対応した一人一台のタブレット端末を導入し、高

速大容量の学校ネットワークの整備を行いました。今後は児童生徒一人一人が個々のタブレ

ット端末を活用することで、学習の基礎基本の定着を図ったり子どもの興味、関心を高めた

りするなど、主体的な態度を高め、さらに、教科に対する学びを深めることにもつながり、

学びの本質に迫ることが期待できます。そのためには、授業における ICT 機器の利活用の工

夫について研究に努めるとともに、教職員の機器操作をサポートする支援員の役割が重要と

なってきます。今年度は、タブレット端末の持ち帰りができるように環境を整備しました。

これによって、家庭学習での活用の幅が広がるものと期待しています。 

一方、子どもたちのスマートフォンの所持率も年々高くなり、使用時間も長くなってきて

います。スマートフォンを長時間利用することによる学力の低下や健康への影響、また SNS

によるいじめやトラブルに発展することもあります。そこで、情報モラル教育について、家

庭や地域と連携をして行う必要があります。平成 27、28 年度の「ICT を活用した教育推進自
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治体応援事業」で作成した小中学校での「情報モラルに関する道徳学習のモデルカリキュラ

ム」を基に、今後も学校・家庭・地域の連携を図り、子ども自身が主体的に適切に ICT 機器

を利活用できるように取組を強化する必要があります。 

 

（３）安全・安心な学校づくり   

    学校施設は、児童生徒の学習・生活の場として豊かな人間性を育むための教育環境として

重要な意義を持っています。また、災害発生時における地域住民の緊急避難所としての役割

をも果たすことから、安全・安心の確保と老朽化対策及び機能向上が重要な課題です。 

児童・生徒が豊かな心を育める教育環境を実現していくためには、特に老朽化した学校教

育施設の見直しや長寿命化等の計画及び改修工事を順次進めていく必要があります。今後は

学校施設の長寿命化等事業に取り組み、新しい時代の学びを実現する学校教育環境施設整備

の実現に努めていきます。 

 

３．基本事業と具体的取り組み 

（１）小中学校の教育の充実 

目    標 具 体 的 取 組 

① 人権・命の尊重と道徳性を育む

心の教育を推進します。 

 

② 新学習指導要領の趣旨や内容に

ついて周知をし、ICTを利活用し

た授業改善に取り組み、教職員

の質の向上を図ります。 

 

③ 家庭や地域との連携強化を図

り、安全対策を強化していきま

す。 

 

 

 

 

 

 

・「いじめ防止、心を考える日」の設定 

・６月「小城市教育の日」、11月「小城市文化と教育 

に親しむ月間」に合わせフリー参観を実施 

・学校経営計画説明会の実施 

・定例校長会の実施 

・学校訪問事業 

・多忙化対策検討会の実施 

・小中学校学力向上研究事業 

小城市教育研究大会全体研修会及び授業公開 

・小中一貫教育の推進 

・コミュニティースクールの設置（芦刈観瀾校） 

・国際交流の推進 

・初任者研修の実施 

・人権・同和教育研修会の実施 

・セーフティネット会議の実施 

・国スポ観戦や関連事業を生かした教育活動の実施 

 

（２）情報教育の充実 

目    標 具 体 的 取 組 

一人一台のタブレット端末を活
用した質の高い授業の実現をおこ

ない、情報化を進めるとともに、子
どもたちへの情報モラル教育を推

進します。 
 

 
 

 

〔 情報化推進事業 〕 
・教育用ネットワークの安全対策 

・一人一台のタブレット端末の活用促進 
・電子黒板の活用促進 

・１人１台端末を活用した授業改善 
（研究指定校…牛津中） 

・授業での実践の蓄積と活用 
・校務の効率化に向けたシステムの運用 

・小中学校をサポートするための「ICT支援員の配置」
・学校情報セキュリティポリシーの整備 

・情報モラル教育の推進 
・家庭学習等でのタブレット端末活用の推進 
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（３）安全・安心な学校づくり 

目    標 具 体 的 取 組 

安全・安心な学校づくり 
〔 学校教育施設整備事業 〕 

小中学校施設維持改善事業 

 

 

【令和５年度】小中学校施設改善事業 

             （三日月小学校 送迎駐車場整備工事） 
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第２節 学校の教育目標と研究主題   ※ 校内研究主題欄【 】は研究教科等 

学校名 学 校 教 育 目 標 校 内 研 究 主 題 

小中一貫 
芦刈観瀾校 

ふるさとを愛し、未来を拓く、心身

ともに元気な子どもの育成 

～「ともに」「つなぐ」小中一貫教

育 ～ 

【全教科・全領域】   

「主体的・対話的で深い学びを実現し、

生きる力をはぐくむ小中一貫教育」 

～小中一貫教育の充実と「表現活動」を

取り入れた学習指導を通して～ 

桜 岡 小 

やさしく かしこく たくましく 

笑顔の花咲く 桜っ子の育成 

～ すべては子ども達の笑顔のため

に ～ 

【算数科】 

進んで学びに向かい、自らの力で学び続

ける子どもの育成 

～学びのサイクルを活用した算数科の学

習づくり～ 

三 里 小 

ふれあい チャレンジ きらり輝く

三里の子 

～すべては子どもたちの笑顔のため

に～ 

【算数科】                             

自分の考えを筋道を立てて表現できる

児童の育成 

～算数科を中心に考えたことを説明し、

深める活動の工夫を通して～          

   

晴 田 小 

「心晴れ晴れ たくましく 学び伸
びゆく 晴田っ子」の育成 

～つながりあおう！ 
      地域に根ざそう！～ 

晴田っ子の合言葉「自分の命・心はひと

つ、友達の命・心もひとつ」 

 「聴くは思いやり 言葉はおくりもの」 

【算数科】       

できる喜び・分かる楽しさを感じる子ども

の育成 

～算数科における「あいあいタイム」（交

流活動）を通して～ 

 

岩 松 小 
「自律」・「協働」・「創造」の育成 

～主体的、対話的な深い学びの実践

を通して～ 

【算数科】 

粘り強く、自ら学びに向かう児童の育成 

 ～主体的・対話的に学ぶ授業作りを通

して～ 

三日月小 

ともに なかよく かしこく たく

ましく 

～元気！笑顔！三日月サイコー！

【ともに誇れる学校】～ 

【国語科】 

根拠をもとに考え、正しく理解すること

ができる児童の育成 

～ 表現活動を通して ～ 

牛 津 小 
自ら学び 心豊かに 笑顔輝く 

津保美っ子の育成 

【国語科】 

「主体的に考え行動する児童の育成」 

～思考を可視化する話し合い活動を通

して～ 
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砥 川 小 

夢と志をもち、自ら学び、共により

よく生きようとする砥川っ子の育

成 

「勤倹力行」 

～たくましく しなやかに ～ 

【全教科・全領域】 

主体的に活動し、表現しようとする児童

の育成 

～各教科・領域等における話し合い活動

と合理的配慮の提供を通して～ 

小 城 中 

校訓「進取 徹底 明朗」 

「自他を認め合い、共に学び続ける

生徒の育成」 

【生徒指導】 

自主性をもち、責任のある判断・行動が

できる生徒の育成 

～開発的生徒指導の視点を取り入れた

実践を通して～ 

三日月中 

夢に向かい主体的に学び、行動でき

る生徒の育成 

～夢・自信・チャレンジ三中～ 

【特別支援教育】 

個別最適な学びと協働的な学びの充実 

～特別支援教育の基本的な考え方をふ

まえて～ 

牛 津 中 

豊かな人間性を培い、志を高く学び

続ける生徒の育成 

～主体性を高めることを通して～ 

【全教科・全領域】 

自他を大切にし、粘り強く学び続ける生

徒の育成 

～ICTを活用した個別最適な学びと協働

的な学びの一体化の工夫を通して～ 
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第３節 学校施設の現況 

（令和６年４月１日現在） 

建築
年月

鉄筋
鉄骨

その他
木造 計

建築
年月

鉄筋
鉄骨

その他
計

建築
年月

規模 コース 施設名
建築
年月

建物
面積

建物
敷地

運動場 その他 計

桜岡小 S60.6 4,345 24 30 4,399 H2.3 800 800 H29.3
大25×12
小12×8

6 地域連携 H2.3 210 7,355 9,176 16,531

大25×13 6

小 7×13 -

大25×13 6

小10×13 -

大25×13 6

小 7×13 -

H3.5 大25×15 7 旧給食室 S63.12 340

H18.11 小11× 8 - 地域連携 H13.3 230

大25×17 8 旧給食室 S60.2 214

小18× 8 - 地域連携 S60.2 267

大25×13 7 旧給食室 S63.3 173

小 9× 9 - 地域連携 S63.3 61

芦刈小
H7.3

H25.12
6,229 188 6,417 H25.2 1,056 1,056 （芦刈中と兼用） 地域連携 Ｈ26.9 53 11,704 8,808 20,512

計 37,280 7,322 2,117 66,748 74,852 968 142,568

小城中
H18.6
H19.5
H20.11

9,426 46 9,472 H20.11 1,885 1,885 H19.5 25×15 7 武道場 H5.10 943 13,363 23,135 552 37,050

三日月中
S55.3
H5.10
H24.2

3,187 1,540 30 4,757 S55.3 1,128 1,128 S43.6 25×15 7 武道場 S55.6 420 8,545 12,514 21,059

牛津中
H21.11
H22.12

8,531 38 8,569 H11.6 2,009 2,009 S54.9 25×16 7 地域連携 H11.6 270 13,807 23,030 36,837

芦刈中
S51.5
H7.3

H25.12
4,919 186 5,105 H25.2 1,306 1,306 S62.3

大25×21
小10× 6

10
-

地域連携 Ｈ26.9 43 6,564 17,138 23,702

計 27,903 6,328 1,676 42,279 75,817 552 118,648

晴田幼 S56.3 663 29 33 725 1,772 2,546 4,318

三日月幼 H12.3 930 911 1,841 H12.3 小 8× 7 - 4,725 3,312 3,809 11,846

計 2,566 6,497 5,858 3,809 16,164

R5.7 2,313

H8.3 1,177

H24.3 476

計 3,966

合計 67,749 13,650 7,759 115,524 156,527 5,329 277,380

※芦刈小学校、芦刈中学校については、平成26年4月より小中一貫校「芦刈観瀾校」となったため、クラス数による案分で算出

※三日月・牛津・砥川小学校給食室、(旧)小城市学校給食センターはR5.7より小城市学校給食センターへ統合。

H2.3 81252 4,004

(旧)小城市学校給食センター（桜岡小・三里小・晴田小・岩松小・小城中・三日月中・晴田幼）

小城市芦刈給食センター（芦刈小・芦刈中）

岩松小 H2.3 3,947 5

1,042砥川小 S63.3

16,644

812 S41.5 7,876 15,016地域連携 H2.3 200 7,140

803 803 H15.3 8,449 968

地域連携 11,393

地域連携 S62.3 198 7,227S62.3

14,850

プール

S63.3 171 6,001

8,208 12,669

17,394S42.9

7,956108 3,075 S63.3 1,042 6,894

20 4,431

S60.2

2,967

20,877848 848 H9.1

S63.3

7,410 9,587 20,744

牛津小 S60.2 4,913 33 60 5,006

晴田小

1,187 S60.12 11,157

33 2,538 S63.3 774

91

774

H13.3 1,187三日月小 7,262 57

三里小 S63.3 2,495 10

小城市学校給食センター（桜岡小・三里小・晴田小・岩松小・三日月小・牛津小・砥川小・小城中・三日月中・牛津中・晴田幼）

S62.3 4,376

校 地 面 積（㎡）その他施設（㎡）

学校名

校 舎 延 床 面 積（㎡） 屋内運動場延床面積（㎡）

35

 
 
 

 
 

【令和５年度】小中学校施設改善事業 

 （晴田小学校 多目的トイレ整備工事）
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第４節 関係資料 
 

１．児童生徒数（令和６年５月１日現在）   

（１）小 学 校 
 （単位：人・クラス） 

 

学年 支援

区分 児童数 支援 児童数 支援 児童数 支援 児童数 支援 児童数 支援 児童数 支援 児童数

男 29 3 40 6 40 13 35 7 25 4 29 11 44 242

女 28 1 36 4 33 3 24 1 40 2 37 2 13 211

計 57 4 76 10 73 16 59 8 65 6 66 13 57 453

学級数 2 3 3 2 2 2 11 25

男 7 0 4 0 7 2 1 0 2 1 5 1 4 30

女 2 1 5 0 1 1 9 1 8 1 9 0 4 38

計 9 1 9 0 8 3 10 1 10 2 14 1 8 68

学級数 1 1 1 1 1 1 2 8

男 17 10 16 11 20 3 27 5 20 7 25 4 40 165

女 19 1 17 0 19 2 25 1 28 2 21 2 8 137

計 36 11 33 11 39 5 52 6 48 9 46 6 48 302

学級数 2 2 2 2 2 2 10 22

男 13 1 16 0 14 2 11 3 14 2 10 3 11 89

女 14 1 10 0 9 2 10 0 14 0 16 2 5 78

計 27 2 26 0 23 4 21 3 28 2 26 5 16 167

学級数 1 1 1 1 1 1 4 10

男 57 6 58 4 46 8 56 0 55 7 57 4 29 358

女 61 1 48 3 60 1 52 1 69 5 54 3 14 358

計 118 7 106 7 106 9 108 1 124 12 111 7 43 716

学級数 4 4 4 4 4 4 9 33

男 22 3 28 12 32 2 38 7 18 9 33 4 37 208

女 26 2 29 3 30 8 30 2 28 0 30 3 18 191

計 48 5 57 15 62 10 68 9 46 9 63 7 55 399

学級数 2 2 2 2 2 2 10 22

男 7 1 8 2 5 1 5 4 5 2 7 4 14 51

女 13 1 8 1 7 0 7 0 11 1 6 2 5 57

計 20 2 16 3 12 1 12 4 16 3 13 6 19 108

学級数 1 1 1 1 1 1 4 10

男 9 5 17 2 10 1 15 3 12 2 17 4 17 97

女 16 2 19 2 17 2 21 1 12 4 22 3 14 121

計 25 7 36 4 27 3 36 4 24 6 39 7 31 218

学級数 1 2 1 2 1 2 5 14

男 161 29 187 37 174 32 188 29 151 34 183 35 196 1,240

女 179 10 172 13 176 19 178 7 210 15 195 17 81 1,191

計 340 39 359 50 350 51 366 36 361 49 378 52 277 2,431

学級数 14 16 15 15 14 15 55 144

計

芦　刈

岩　松

三日月

牛　津

砥　川

桜　岡

三　里

晴　田

6年
計学校名

１年 2年 3年 4年 5年

 
※各学年の支援児童数は、児童数の外数になっている。 

※晴田小 2年生は基礎定数枠を用いて２学級で運用している。 
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（２）中 学 校  
（単位：人・クラス）  

 

学　年 支援

区分 生徒数 支援 生徒数 支援 生徒数 支援 生徒数

男 62 14 84 5 67 6 25 238

女 79 7 72 0 86 1 8 245

計 141 21 156 5 153 7 33 483

学級数 4 4 4 7 19

男 51 6 57 2 61 4 12 181

女 59 1 62 3 55 2 6 182

計 110 7 119 5 116 6 18 363

学級数 4 3 3 3 13

男 33 8 39 12 55 5 25 152

女 35 1 39 5 39 3 9 122

計 68 9 78 17 94 8 34 274

学級数 2 3 3 8 16

男 19 0 11 2 15 5 7 52

女 12 0 16 3 19 1 4 51

計 31 0 27 5 34 6 11 103

学級数 1 1 1 3 6

男 165 28 191 21 198 20 69 623

女 185 9 189 11 199 7 27 600

計 350 37 380 32 397 27 96 1,223

学級数 11 11 11 21 54

芦　刈

計

計

小　城

三日月

牛　津

学校名
1年 2年 3年

 

※各学年の支援生徒数は、生徒数の外数になっている。 

 

 

２．学校勤務職員数（令和６年５月１日現在）              （単位：人）  

校長 副校長 教頭 主幹
指導教諭

教諭

講師

養護教

諭
助教諭

事務
職員

栄養
教諭

計
子どもサ

ポーター
用務員 司書 養護 事務員 栄養職員 調理員 計

野田　経代 1 1 31 1 1 35 4 1 1 1 7 42

山﨑　工 1 1 9 1 1 13 1 1 1 1 4 17

陣内　剛 1 1 27 1 1 31 3 1 1 1 6 37

真子　靖弘 1 1 13 2 1 18 2 1 1 1 5 23

西村　雪彦 1 2 1 40 1 2 1 48 4 1 1 1 7 55

真子　真波 1 1 32 2 1 1 38 3 1 1 1 6 44

髙山　健 1 1 14 1 1 18 2 1 1 1 5 23

藤田　浩巳 1 1 2 30 2 3 1 40 3 1 1 1 7 13 53

吉田　聖　 1 1 1 32 1 2 1 39 1 1 1 1 4 43

藤瀬　秀隆 1 1 23 2 1 28 1 1 1 1 4 32

平石　義治 1 1 25 1 1 29 1 1 1 1 4 33

11 1 13 2 276 15 15 4 337 25 11 11 0 11 0 7 65 402

砥 川 小

芦 刈 観 瀾 校

小 城 中

三 日 月 中

牛 津 中

計

桜 岡 小

三 里 小

晴 田 小

岩 松 小

三 日 月 小

牛 津 小

学校名 校長名

教 職 員 数
市　職　員　数

（会計年度任用職員）

合計

 
 
※産休・育休職員含む。 
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３．学校医一覧 
（任期：令和６年４月１日～令和７年３月 31 日） 

     学校医 

学校名 
内科 耳鼻科 眼科 歯科 薬剤師 

桜 岡 小 伊東 浩章 

上坂 政勝 

（上坂 宏） 

前田 友子 平山 輝久 今泉 徳子 

三 里 小 酒井 正平 

木下 明夫 

尾鷲 俊行 赤坂 太 

晴 田 小 野田 和人 行武 正昇 石松 康二 

岩 松 小 平松 宏章 船津 裕一 藤田 睦也 

三 日 月 小 
江口 尚久 

林田 精一郎 

前田 友子 

原田 雄一 
武田 憲二郎 

稲田 成安 船津 裕一 

牛 津 小 大島 勝也 山崎 克彦 
白木 貴史 

砥 川 小 島内 義弘 

野口 智 

酒井 貴芳 

芦刈観瀾校（芦刈小） 
原野 裕子 副島 渉 福田 勝宏 

芦刈観瀾校（芦刈中） 

小 城 中 平松 宏章 上坂 政勝 

前田 友子 

藤田 寛 池田 周平 

三 日 月 中 眞鍋 靖史 
林田 精一郎 

川副 弘之 武田 憲二郎 

牛 津 中  井上 美帆 冨田 知孝 赤坂 太 
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第２章 豊かな心を育む教育の推進 

 

第１節 方針と施策 

１．方 針 

子どもたち一人一人の特性に応じた就学支援や学校・家庭における教育相談に関し、子ども

支援センターでの電話相談や来所相談、巡回相談、訪問面接を行っていきます。毎月 10 日を

「いじめ防止、心を考える日」とし、いじめ防止のための啓発活動を推進していきます。 

また、小中学校には、スクールカウンセラー（不登校や悩み、いじめなどの相談）やスクー

ルソーシャルワーカー（家庭の教育環境改善相談）を配置し、児童生徒やその保護者、教職員

への支援体制の充実を図ります。 

 

２．現状と課題 

 （１）心の問題への対応 

いじめ問題については、各学校の定義の認識が共有され、小さないじめを見逃さない意識

が高まり、認知件数が年々増加しています。そのことがいじめの未然防止や早期発見につな

がっています。不登校については、中学校の不登校生徒数の出現が多くなっていますが、こ

こ数年間は小学校高学年においても不登校や不登校傾向の児童数が増加傾向にあります。 

このような様々な不適応行動を起こす児童生徒が抱える問題に対し、未然防止や早期発見、

早期対応など適切に対応できるように教職員の教育相談の力量の向上や校内体制を整え、引
き続き子ども支援センター、スクールカウンセラーなどをはじめとして関係機関等との連携

の強化に取り組む必要があります。また、SNS上での誹謗中傷や画像等でのトラブルやいじ
めにつながるケースも増加していますので、インターネット等の使用について継続的に啓発

していきます。 
 

 （２）特別支援教育の充実 

特別な支援を必要とする児童生徒の人数は年々増加傾向にあります。特別支援教育では、

本人の自立や社会参加に向けた主体的な取組を支援するという視点に立ち、一人一人の教育

的ニーズを把握し、その持てる力を高め、生活や学習上の困難を改善又は克服するため、適

切な指導及び必要な支援を行う必要があります。 

そのため、特別支援教育についての理解を深める研修会の開催や、日々子どもたちを支援

する「子どもサポーター」の配置などを行ってきました。 

今後さらに充実したものとなるよう、学校における支援体制の充実や対応の研究改善を求

められており、関係機関との連携を図り、小中学校での対応力を高めます。 
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３．基本事業と具体的取り組み 

（１）心の問題への対応 
 

目    標 具 体 的 取 組 

① いじめなどの問題行動や不登校

などの不適応行動を起こす児童
生徒が抱える心の問題に対し、教

職員の資質向上、生徒指導体制・
教育相談体制の充実を図ります。 

 
② 子ども支援センターを中心とし

た教育相談や指導体制の確立及
び支援体制の充実を図ります。 

 

・子ども支援センターでの教育相談事業 

・「いじめ防止、心を考える日」（毎月10日）の設定 
・いじめ問題への対応（アンケート、関係機関との

連携等：小中学校におけるいじめ０宣言） 
・いじめ問題対策連絡協議会、いじめ問題専門委員

会の開催 
・不登校対策事業（子ども支援センター「ほたる」） 

・別室における学校生活支援事業（小城中、三日月
中、牛津中） 

・スクールカウンセラー配置事業（各小中学校） 
・「心の教室相談員」配置事業（各中学校） 

・「子ども支援ボランティア」配置事業 
（各小学校） 

・スクールソーシャルワーカー配置事業（各小中学
校） 

・スクールサポーター配置事業（警察官OB配置） 

 

（２）特別支援教育の充実 

目    標 具 体 的 取 組 

障がいのある子どもたちが自立

し、社会参加するために必要な力を
養うことができるよう、一人一人の

教育ニーズに応じた適正な就学指
導、支援に取り組みます。 

・就学相談事業 

・教育支援委員会の実施 
・子ども支援センターでの相談事業 

（来所相談、巡回相談等） 
・子どもサポーター配置事業（各小中学校） 

・特別支援教育エリアリーダーとの連携 
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第２節 関係資料 

１．子ども支援センター   

 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月 計

 支援センターへの来所 35 45 25 30 22 39 38 38 30 22 37 33 394

電話相談 16 15 15 18 16 20 16 14 17 13 17 11 188

訪問面接 6 6 3 3 0 8 4 2 0 10 2 0 44

巡回相談 0 1 7 6 0 0 0 4 3 5 1 0 27

計 57 67 50 57 38 67 58 58 50 50 57 44 653

令和５年度における教育相談の実績状況 (単位：件)
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２．小城市子ども支援センター機構図 

       

子ども支援センター

「ほたる」

発達障害児支援事業

・専門相談員の配置

・心のホットライン

（電話相談員）

教育相談事業

・不登校への対応

（専門指導員配置）

子どもサポーター （市費）

の配置・指導・支援

小城市子ども支援センター

学 校

就学相談
（学校・保健師との連携）

小城市教育委員会 学校教育課

・スクールソーシャルワーカー

・中学校スクールカウンセラー

・小学校スクールカウンセラー

・心の教室相談員

・スクールサポーター
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【関 係 機 関】

・専門医療機関

・県教育支援センター

・行政機関、民間専門機関

相 談
・電話相談

・来所相談

・訪問面接

・巡回相談
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第３章 健やかな体づくりの推進 

 

第１節 方針と施策 

１．方 針 

子どもたちが学校給食を通して、食の大切さを学ぶ教育の推進を図ります。 

子どもたちの丈夫な体を作るために、地産地消の推進による安全安心な給食を提供するとと

もに、食物アレルギーを有する子どもたちにも対応した給食の提供に努めます。 

 

 

２．現状と課題 

（１）学校給食施設の充実と食育の推進 

安全でおいしい給食を子どもたちに提供するための施設整備、職員の適正配置、安定雇用、

給食費の滞納問題への対応などを進めていく必要があります。 

給食施設においては、学校給食衛生管理基準に沿った新しい給食センターを建設し、食物

アレルギー専用調理室を整備したことにより、安全安心な給食を提供していきます。 

食育推進のために、学校での指導等と合わせて家庭や地域と連携し、子どもたちに正しい

食習慣を身につけ、食べることに感謝する心や、地域の食文化を大切にする心を育む必要が

あります。 

 

３．基本事業と具体的取り組み 

（１）学校給食施設の充実と食育の推進 

目    標 具 体 的 取 組 

① 食物アレルギーによる事故を防止
します。 

 
② 地産地消を取り入れた学校給食を

通して、食の大切さを学ぶ教育を
推進します。 
 

 
③ 安全でおいしい学校給食を提供す

るため、安全衛生管理の徹底を図
ります。 

・「学校生活管理指導表」に基づく食物アレルギー対
応と事故防止のための職員研修 

 
・学校給食週間の実施 
・ふるさと食の日実施（地産地消食育推進） 

（年２回） 
・食に関する教育指導（食事状況調査等） 
 
・HACCPの概念に基づいた施設の運用 
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第２部 子育て支援の充実 
 

 

 

第1章 子育て環境の充実 
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第１章 子育て環境の充実 

 
第１節 方針と施策 

１．方 針 

人間形成の基礎を身につける極めて大事な就学前の時期に、小城市内の子どもたちが安全・

安心な幼児教育・保育施設で、基本的生活習慣の自立をはじめとした「生きる力」を育み、次

代を担う人材として成長していくことができるよう幼児教育・保育の充実を図ります。 

その方策として、「小城市子ども・子育て支援事業計画」に基づく保育給付・教育給付、保

育の必要性の認定、一時預かり事業、延長保育事業等に取り組むとともに、改革プランに基づ

いた公立幼稚園・公立保育園の再編や私立園の整備支援など入所定員の確保に努めます。 

また、幼児教育・保育の内容について、平成 30 年４月に新たな「幼稚園教育要領」、「保育

所保育指針」、「認定こども園教育・保育要領」が施行され、“３歳以上の子どもについては共

通で同等の教育を行う”とされました。 

国から示された“幼児期の終わりまでに育ってほしい 10 の姿”を実現できるよう、また、

支援の必要な子どもと保護者への対応もしっかりできるよう、園内研修や幼児教育・保育ネッ

トワーク等による職員研修の充実や、幼保小連携ネットワークでの情報の共有化等に取り組ん

でいきます。 

  放課後児童クラブでは下校後の児童に対して健全で安全な居場所の環境づくりを行い、子育

ての経済的支援としては、修学資金の貸付及び就学援助、特別支援教育就学奨励費を支給し、

平等に教育を受ける機会を失わないよう、支援を行います。 

 

２．現状と課題 

 （１）幼児教育・保育の充実 

新制度による入所要件の緩和や幼児教育無償化に向けた保育料軽減などの施策に加え、令和

２年 12 月に国が発表した「新子育て安心プラン」で令和３年度から令和６年度末までの４年

間で約 14 万人分の保育の受け皿を整備するほか、待機児童の現状を踏まえ、「地域の特性に応

じた支援」、「魅力向上を通じた保育士の確保」、「地域のあらゆる子育て資源の活用」を柱とし

て、各種取組を推進していくとされています。 

小城市でも、保護者のニーズに応えられるよう、保育定員の確保を念頭においた私立園の施

設整備の支援などに努めていくとともに、公立施設の再編等による保育定員の増加や保育士確

保に努め、受け入れ態勢を整える必要があります。 

一方、今後の少子化問題や財源確保の問題もあり、人口の流動状況や国の方向性を見据えた

対応も必要です。 

 

 （２）地域における子育て支援サービスの充実 

共働き、核家族の増加といった現状の中、子育て世代の仕事と生活の調和を目指し、放課後

児童健全育成事業や放課後子ども教室に取り組んでいます。 

修学資金の貸付については、平等に教育を受ける機会を失わないよう小城市育英資金貸付制

度及び小城市小柳育英資金貸付制度の周知を図るとともに、貸付制度の健全な運営を行ってい

ます。また、社会状況の変化に伴い、国では高等学校等就学支援金の対象の拡大など就学支援

制度改革が進められましたが、小城市では給付型育英資金事業において高校生に育英資金の給

付を行っています。 

また、経済的な理由で、就学に支障をきたす児童生徒の保護者に対し、就学に必要な費用の

一部を援助する就学援助と、特別支援学級に就学する児童生徒の保護者に対し、経済的負担を

軽減する特別支援教育就学奨励費の支給を行っています。特別支援学級の就学者は増加傾向に

あり、援助に要する費用も増加しています。 

放課後児童健全育成事業の放課後児童クラブについては、国・県の補助要件や保護者のニー



 

- 32 - 
 

ズに対応して、専用施設整備など施設見直しによる定数の変更を行い、平成 29 年度より小学

校６年生までの受入れを実施しています。今後、保護者ニーズが増大する中、施設の拡充や支

援員の確保が喫緊の課題です。 

 

３．基本事業と具体的取り組み 

（１）幼児教育・保育の充実  

目    標 具 体 的 取 組 

① 幼児教育・保育事業の推進 

 

・公立保育園保育事業（小城・砥川） 

・公立幼稚園幼児教育事業（晴田） 

・公立認定こども園幼児教育・保育事業（三日月） 

・子どものための教育・保育給付事業 

・子育てのための施設等利用給付事業 

・就学前相談、巡回相談事業 

・子どものための特別教育・保育事業（私立保育園延長保育、

障がい児保育補助、私立幼稚園一時預かり） 

② 職員の資質向上 ・園訪問事業 

・幼児教育・保育ネットワーク事業 

（幼児教育・保育ネットワーク会議、幼保小連携ネットワー

ク会議、幼児教育・保育ネットワーク研修） 

③ 幼児教育・保育環境の整備 

 

 

 

・公立保育園施設維持管理事業（小城・砥川） 

・公立幼稚園施設維持管理事業（晴田） 

・公立認定こども園施設維持管理事業（三日月） 

・私立保育所等整備補助事業 

・公立幼稚園・保育園民営化事業 

・社会福祉法人（保育所）の認可及び指導監査 

・小規模保育施設の認可及び指導監査 

 

（２）地域における子育て支援サービスの充実 

目   標 具 体 的 取 組 

① 経済的支援の充実 

② 安全・安心な子どもの居場所

づくり推進 

 

 

 

 

・育英資金貸付事業 

・給付型育英資金事業 

・就学援助事業 

〔 放課後児童クラブの充実 〕 

・支援員安定雇用のための業務委託 

・開設時間、受け入れ学年の拡大 

≪放課後子ども教室との連携≫ 
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第２節 幼児教育・保育目標と重点項目 

園 名 幼児教育・保育目標 重 点 項 目 

晴田幼稚園 

心豊かで、明るくたくましい子どもを育てる

・明るく元気な子ども 

・様々な人とかかわって遊べる子ども 

・豊かな心をもつ子ども 

・自分で考え、つくり出す子ども 

 

子ども一人一人の思いに寄り添い、遊びた

くなるような環境構成を工夫し、自主性を発

揮してのびのびと遊び込む（遊びに熱中し満

足する）子どもの育成を図る。また、子ども

同士をはじめ様々な人との関わりを通して、

自己を発揮し、人との関わりや地域のよさを

楽しむ子どもの育成を目指す。 

３歳児『保育者や友だちに親しみをもち、安心し

て遊びを楽しむことができる』 

４歳児『自分の思いを出し、友だちとかかわりな

がら遊びを楽しむことができる』 

５歳児『友だちのよさを認め、つながりを感じな

がら、意欲的に遊びや生活に取り組むこ

とができる』 

小城保育園 

・元気で明るい子ども 

・自然の中でのびのび遊ぶ子ども 

・友だちと仲良く遊べる子ども 

・優しく思いやりのある子ども 

・自分の思いを表現できる子ども 

 

今日の遊び！明日へのステップ！ 

～子どもも保護者も保育者も笑顔で過ごせ

る園を目指して～ をスローガンに、子ども

一人一人の育ちを大切にし、保護者や地域か

らも信頼される楽しい保育園を目指す。 

０歳児『生理的欲求を満たし、応答的なかかわ

りの中で人との信頼関係をつくる』 

１歳児『温かいかかわりの中で信頼関係を築き、

行動範囲を広げ探索活動を盛んにす

る』 

２歳児『「自分で」という気持ちをもち、生活

や遊びを通して簡単な身の回りのこと

をしようとする』 

３歳児『基本的生活習慣を身に付け、保育者や

友だちと楽しく過ごす』 

４歳児『友だちとかかわりながら、いろいろな

活動に興味をもち保育者や友だちとの

かかわりを広げる』 

５歳児『友だちと一緒に意欲をもって取り組み、

主体的に行動して充実感を味わう』 

砥川保育園 

元気いっぱい笑顔かがやく子ども 

・元気で明るい子ども 

・やさしく思いやりのある子ども 

・思ったこと考えたことを言える子ども 

 

一人一人の育ちや思いを尊重し、安心でき

る保育者のもとで生活習慣を整え豊かな心

と体を育てる。 

やりたい遊びを実現できるような環境や

かかわりを実践研究し、主体性を育てる保育

を目指す。 

０歳児『保育者と愛着関係を築きながら安心し

て過ごす』 

１歳児『保育者と信頼関係を育む中で、身近な

ものに関わり探索活動を楽しむ』 

２歳児『保育者との安定したかかわりの中で、

思いや欲求を伝えようとする』 

３歳児『自分の気持ちを表現しながら、保育者や

友だちと遊ぶ楽しさを味わう』 

４歳児『保育者や友だちとの関わりを広げながら、

やりたい遊びを十分に楽しむ』 

５歳児『園生活を楽しむ中でいろいろな遊びに興

味を持ち、主体的に行動して充実感を味

わう』 

認定こども園 
三日月幼稚園 

・明るく元気な子ども 

・心のやさしい子ども 

・すすんで取り組む子ども 

 

 「よく食べ、よく寝て、よく遊ぶ、笑顔輝

く子ども」をスローガンに掲げ、遊びを通し

て、一人ひとりの個性や発達に応じたかかわ

りを大切にし、生きる力の基礎となる心情、

意欲、態度を育てる。 

 家庭、地域、小学校との連携を大切にし、

子ども達が様々な人々と安心して楽しく過

ごせる園を目指す。 

０歳児『安全な環境の中で生理的欲求を満たし、

情緒の安定を図り安心して過ごせるよ

うにする』 

１歳児『安心できる環境の中で探索活動や発達

に応じた活動を楽しむ』 

２歳児『生活や遊びを通して保育者や友だちと

ふれあい、自分の思いを言葉で表現し

ようとする』 

３歳児『保育者や友だちに親しみを持ち、自分の

したい遊びを見つけ安心して遊ぶ』 

４歳児『自分を表現しながら、保育者や友だちと

のかかわりを広げる』 

５歳児『友だちとかかわる中で、思いを出し合い

ながら互いのよさを認め合い、生活する

ことを楽しむ』 
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第３節 関係資料 

 

（１）幼児教育・保育施設の入所状況              （令和６年５月１日現在） 
（単位：人） 

2歳 3歳 4歳 5歳 小計 0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 小計
管内 5 4 8 17 17
管外 0 0 0 0 0
合計 5 4 8 17 17
定員 20 35 35 90 90
管内 3 11 11 17 17 19 78 78
管外 0 0 0 0 0 0 0 0
合計 3 11 11 17 17 19 78 78
定員 10 17 19 19 26 26 117 117
管内 2 6 11 5 8 9 41 41
管外 0 0 0 0 0 0 0 0
合計 2 6 11 5 8 9 41 41
定員 9 17 18 20 28 28 120 120
管内 8 20 22 23 25 22 120 120
管外 0 1 0 1 0 1 3 3
合計 8 21 22 24 25 23 123 123
定員 15 21 22 25 26 26 135 135
管内 3 6 9 9 13 10 50 50
管外 0 0 0 0 0 0 0 0
合計 3 6 9 9 13 10 50 50
定員 3 6 12 18 20 21 80 80
管内 5 12 18 21 22 22 100 100
管外 0 0 0 0 0 0 0 0
合計 5 12 18 21 22 22 100 100
定員 10 120 120
管内 5 9 11 16 18 15 74 74
管外 0 1 0 3 1 3 8 8
合計 5 10 11 19 19 18 82 82
定員 9 10 11 90 90
管内 0 15 9 17 41 3 11 11 20 21 20 86 127
管外 0 1 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 2
合計 0 16 9 18 43 3 11 11 20 21 20 86 129
定員 0 20 22 25 67 9 12 12 20 25 25 103 170
管内 1 9 16 18 44 6 22 30 35 33 36 162 206
管外 0 0 0 1 1 0 1 0 1 2 0 4 5
合計 1 9 16 19 45 6 23 30 36 35 36 166 211
定員 60 12 180 240
管内 2 3 1 1 7 5 17 16 20 25 24 107 114
管外 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1
合計 2 3 1 1 7 5 18 16 20 25 24 108 115
定員 10 10 130 140
管内 1 1 2 1 5 5 8 8 8 8 7 44 49
管外 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1
合計 1 1 2 1 5 5 8 8 8 8 8 45 50
定員 8 6 8 8 8 47 55
管内 0 1 2 5 8 8 18 20 26 19 22 113 121
管外 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 2
合計 0 2 2 5 9 8 18 21 26 19 22 114 123
定員 10 9 115 125
管内 1 10 4 7 22 6 16 17 19 22 19 99 121
管外 0 0 0 0 0 0 2 1 1 1 1 6 6
合計 1 10 4 7 22 6 18 18 20 23 20 105 127
定員 25 12 115 140
管内 0 9 6 3 18 8 16 20 25 25 23 117 135
管外 0 0 2 1 3 0 2 0 0 0 1 3 6
合計 0 9 8 4 21 8 18 20 25 25 24 120 141
定員 25 12 125 150
管内 0 3 7 10 10
管外 0 0 0 0 0
合計 0 3 7 10 10
定員 2 12 12
管内 0 3 4 7 7
管外 0 0 1 1 1
合計 0 3 5 8 8
定員 4 12 12
管内 1 4 6 11 11
管外 0 1 0 1 1
合計 1 5 6 12 12
定員 6 19 19
管内 4 3 3 10 10
管外 0 1 1 2 2
合計 4 4 4 12 12
定員 4 4 4 12 12
管内 2 11 11 24 24
管外 2 3 7 12 12
合計 4 14 18 36 36
定員 24 18 18 60 60

企業主導型
すまいる保育園
(地域枠+従業員枠）

定員 7 7 7 8 8 8 45 45

事業所内
保育施設

ひらまつ保育園

あしかりこども園

25 38 75

小規模施設

みどり保育園

10

小規模保育園　おほほ

8

砥川みのり小規模保育園

小規模保育園　みらい

13

36 67

17

25

54 114

牛津ルーテルこども園

10 39 67

合計

70

公立
認定こども園

三日月幼稚園

たちばな保育園

10

60

60

私立
保育園

いわまつ保育園

砥川みのり保育園

40

２号・３号

40 80

私立
認定こども園

施設区分 施設名 １号

公立
保育園

小城保育園

砥川保育園

公立
幼稚園

晴田幼稚園

牛津こどもの森

三里保育園

さくら保育園

おひさまこども園

8

小城ルーテルこども園
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2歳 3歳 4歳 5歳 小計 0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 小計
管内 5 4 8 17 17

管外 0 0 0 0 0

合計 5 4 8 17 17

定員 20 35 35 90 90

管内 5 17 22 22 25 28 119 119

管外 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 5 17 22 22 25 28 119 119

定員 19 34 37 39 54 54 237 237

管内 21 47 60 69 78 69 344 344

管外 0 2 0 4 1 4 11 11

合計 21 49 60 73 79 73 355 355

定員 37 425 425

管内 0 15 9 17 41 3 11 11 20 21 20 86 127

管外 0 1 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 2

合計 0 16 9 18 43 3 11 11 20 21 20 86 129

定員 0 20 22 25 67 9 12 12 20 25 25 103 170

管内 5 33 31 35 104 38 97 111 133 132 131 642 746

管外 0 1 2 2 5 0 6 2 2 3 3 16 21

合計 5 34 33 37 109 38 103 113 135 135 134 658 767

定員 138 61 712 850

管内 5 13 20 38 38

管外 0 2 2 4 4

合計 5 15 22 42 42

定員 16 55 55

管内 2 11 11 24 24

管外 2 3 7 12 12

合計 4 14 18 36 36

定員 24 18 18 60 60

管内 5 53 44 60 162 74 196 235 244 256 248 1253 1415

管外 0 2 2 3 7 2 13 11 6 4 7 43 50

合計 5 55 46 63 169 76 209 246 250 260 255 1296 1465

定員 295 166 1592 1887

管内 1 16 17 16 50 6 25 44 31 45 29 180 230

管内 6 69 61 76 212 80 221 279 275 301 277 1433 1645

管外 0 2 2 3 7 2 13 11 6 4 7 43 50

合計 6 71 63 79 219 82 234 290 281 305 284 1476 1695

定員 295 166 1592 1887

小規模施設 私立

39

事業所内
保育施設

私立

910

広域施設合計
（公立・私立）

総合計

295 516 910

管内施設合計

295 516

427

幼稚園 公立

保育園

公立

私立

122

認定こども園

公立

私立

138 224

266

施設区分 １号 ２号・３号 合計

 

※総合計は、企業主導型を除く。 
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（２）保育園・幼稚園・認定こども園園医一覧 

（任期：令和６年４月１日～令和７年３月 31 日） 

園 医 

園 名 
内 科 歯 科 薬剤師 

小城保育園 山口 秀人 藤田 寛 ― 

砥川保育園 戸塚 和敏 尾鷲 俊行 ― 

晴田幼稚園 野田 和人 藤田 寛 石松 康二 

認定こども園 

三日月幼稚園 
眞鍋 靖史 林田 俊彦 武田 憲二郎 

 

 

（３）小城市幼児教育・保育ネットワーク組織図 
（令和６年４月１日現在） 

 

幼稚園・
認定こども園部会

幼保小連携部会

晴田幼稚園

認定こども園三日月幼稚園

小城ルーテルこども園

牛津ルーテルこども園

小城保育園

三里保育園

砥川保育園

たちばな保育園

さくら保育園

いわまつ保育園

みどり保育園（小規模）

ひらまつ保育園

公
立

私
立

公
立

小
学
校
教
務
主
任

小
学
校
低
学
年

（１
年
生
）
学
年
主
任

幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
部
会

(

園
長
・
教
頭
・
副
園
長
・
主
任
）

保
育
園
・
地
域
型
保
育
施
設
・
そ
の
他
の
保
育
事
業
者
施
設
部
会

(

園
長
・
主
任
ク
ラ
ス
）

牛津こどもの森

校
長
会

(

代
表
）

教
頭
会

(

代
表
）

おひさまこども園

あしかりこども園

小規模保育園おほほ

小城市幼児教育・保育ネットワーク会議 小城市幼保小連携ネットワーク会議

小城市幼児教育・保育

ネットワーク会議
小城市立小学校

（企）すまいる保育園

砥川みのり保育園

私
立

砥川みのり小規模保育園

公
立

小規模保育園みらい
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（４）小城市育英資金・小城市小柳育英資金貸付事業 

① 目的 

  向学心に富み、かつ、有能な資質を有する学生生徒で、経済的な理由により修学困難な者

に対して、学資金の貸付けを行い、将来有為な人材を養成することを目的としています。 

 

② 資格要件 

  国公私立大学（短大と大学院を含む）、高等専門学校、高等学校（定時制を含む）、または

専修学校（修学年限が２年以上に限る）への進学予定者、または在学生が対象で、次の要件

をすべて満たすことが必要です。 

１. 小城市に保護者等の住所があること。 

 ２. 勉学に意欲があること。 

 ３. 学資の支弁が困難であること。 

 ４. 心身が健全で学力が優れていること。 

 

③ 貸付金額（年額）                    ※貸付金は無利子です。 

 

 

 

 

④ 貸付期間 

  在学する各学校の正規の修学期間の範囲内。ただし、専修学校は修学年限が２年以上の専

門課程に限ります。 

 

⑤ 令和６年度の新規貸付 

  小城市育英資金：６人  小城市小柳育英資金：なし 

     

 

（５）小城市給付型育英資金事業 
 

① 目的 

意欲と能力を有し進学の目的及び進学後の人生設計が明確である学生が経済的な理由に

より進学を断念することがないよう、学資金を給付することにより社会に貢献する人材を養

成することを目的としています。 

 

② 資格要件 

  高等専門学校又は高等学校（定時制を含む。）に在学し、次の要件をすべて満たすことが

必要です。 

  １．市内に保護者等の住所があること。 

  ２．学業人物とも優秀と認められること。 

  ３．学資の支弁が困難であること。 

  ４．小城市立中学校の卒業者であること。 

 

③ 給付金額 

  月額 20,000 円 

 

④ 給付期間 

  ３年間 

 

⑤ 令和６年度の新規給付 

４人  

大学等 240,000 円 高等学校 120,000 円 

高等専門学校 180,000 円 専修学校 240,000 円 
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（６）就学援助の状況                   （単位：人、円） 

年度 
就学援助（要保護） 就学援助（準要保護） 特別支援教育就学援助費 

認定者数 援助費 認定者数 援助費 認定者数 援助費 

令 和 ３ 年 度 5 9,100 381 28,929,495 225 7,564,092 

令 和 ４ 年 度 5 9,493 359 27,882,624 240 8,467,044 

令 和 ５ 年 度 6 60,573 347 28,184,819 237 8,330,781 

※就学援助（準要保護）には、新入学用品費入学前支給分を含む。 
 

（７）小城市放課後児童クラブの状況  
（令和６年５月１日現在 単位：人） 

 

小学校

定員

入　級
許可数

学年 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6

人数 16 16 8 3 0 0 14 13 13 1 2 0 7 13 8 1 1 0 0 0 15 8 1 0 7 3 4 4 0 0 24 17 10 0 0 0 0 0 0 9 14 3

支援員
配置数

小学校

定員

入　級
許可数

学年 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6

人数 13 10 13 0 7 0 4 4 2 6 2 2 27 20 16 5 0 0 26 16 16 5 0 0 18 13 3 2 3 0 0 0 9 6 4 0 16 11 5 9 0 0

支援員
配置数

小学校

定員

入　級
許可数

学年 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6

人数 17 11 6 7 1 0 0 13 7 11 3 0 11 13 8 5 5 4 23 22 13 0 0 0

支援員
配置数

晴田2

45 45 30 40 20 60 30

桜岡１ 桜岡２ 桜岡３ 桜岡４ 三里 晴田１

26

5 5 4 4 5 6 4

43 43 30 24 18 51

牛津１

50 20 70 70 40 20 45

岩松１ 岩松２ 三日月１ 三日月２ 三日月３ 三日月４

41

6 4 9 9 5 3 5

43 20 68 63 39 19

45 35 60 60 785

牛津２ 牛津３ 砥川 芦刈 合　　計

42 34 46 58 708

6

223 195 156 82 43 9

1 2 3 4 5

5 3 5 6 93
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第３部 青少年の健全育成 
 

 

 

第１章 青少年健全育成環境づくり 

 

第２章 青少年の地域活動の促進
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第１章 青少年健全育成環境づくり 
 

第１節 方針と施策 

１．方 針 

学校・家庭・地域など、青少年育成に取り組む関係者が、協働・連携して環境浄化活動や子

どもを見守る活動などを行い、青少年を健全に育む社会環境を整えます。 

 

２．現状と課題 

急速な少子化の進行は、将来の社会経済全体に極めて深刻な影響を与える事が懸念されてい

ます。また、核家族化が進行し、地域においても人と人とのつながりが希薄化しています。 

少子化と人口の減少は、子ども同士が切磋琢磨し、社会性を育みながら成長していく機会を

減少させ、社会的に自立した個人として成長していく事を困難にする恐れがあります。 

さらに、スマートフォンをはじめとした様々なインターネット接続機器などの普及に伴い、

子どもたちが長時間利用することによる生活習慣の乱れや学力低下への影響が懸念されると

ともに、犯罪の被害者、時には加害者にもなるという問題も生じています。 

次代を担う子どもたちが健やかに育成される環境の整備を進めるとともに、学校、家庭、地

域等が一体となり社会全体で支援する市民意識を高めていく必要があります。 

また、地域社会とともに生きていけるよう地域の人々との相互の触れ合いを通して地域連帯

感を確立することが必要です。 

 

３．基本事業と具体的取り組み 

（１）青少年の育成と育成環境の強化 

目    標 具 体 的 取 組 

①青少年育成事業 

青少年の体験・交流活動やボランティ

ア活動、地域活動、文化・スポーツ活動

への参画機会の充実を図るとともに、学

校と地域の協働の取り組みを進めます。 

・子どもクラブドッヂビー大会事業 

・こどもまつり事業 

・夏期作品展事業(牛津) 

・砥川地域連携室の運営（牛津） 

・学校地域夢つなぎ応援事業（芦刈） 

 

②放課後子ども教室事業 

青少年の居場所づくりを地域と一体と

なって進めます。 

 

・桜岡子ども教室事業（小城） 

・岩松土曜寺子屋事業（小城） 

・晴田青少健土曜教室事業（小城） 

・三里ふれあい自然塾事業（小城） 

・三日月遊べる公民館事業（通学合宿） 

・津の里ミュージアム事業(牛津) 

・あしかりちゃれんじすくーる事業 

≪放課後児童クラブとの連携≫ 

 

③青少年育成市民会議団体支援事業 

青少年育成市民会議の一層の充実を図

るとともに、各校区の青少年育成会など

関係機関・団体が一体となった青少年健

全育成のネットワークを形成し、活動を

強化します。 

 

・地区青少年育成会支援事業 
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第２章 青少年の地域活動の促進 

 

第１節 方針と施策 

１．方 針 

各公民館・支館を中心とした青少年が安全・安心に活動できる拠点づくりを目指します。 

また、地区子どもクラブなどの地域活動を支援するとともに、地域の特性を生かした体験活

動を行います。 

   

２．現状と課題 

 近年の子どもクラブは、少子化の進行や人口の流出入とあいまって加入しない子どもも増え、

隣接する地区と連携してイベントや大会への参加など、合同で活動する子どもクラブもでてき

ており、各地域での子どもクラブ活動や伝統行事の継続が難しくなっている状況が見受けられ

ます。 

生活スタイルや価値観が多様化し、また、子どもも親も忙しい状況の中、地域の育成者とし

て子どもの体験活動の場や機会の提供を維持していくためには、学校、家庭、地域、民間団体、

民間企業等がそれぞれの役割や責任を適切に果たし、更に連携していく必要があります。 

 

３．基本事業と具体的取り組み 

（１）家庭教育と地域活動の支援 

目    標 具 体 的 取 組 

①家庭教育支援事業 

保護者や子どもに対する家庭教育機能の向上、支

援の充実については、家庭教育に関する講座や教室

の開催をはじめ、広報・啓発活動や情報提供など学

校や専門の関係機関等が連携を密にした取組の促進

に努めます。 

・「早寝早起き朝ごはん」運動の推進 

・「家庭の日」（第３日曜日）の推進 

・スマホ等利用の家庭ルール作成の推進 

・公民館体験講座（親子体験） 

②健全な社会環境づくり 

青少年の問題は大人の問題として、有害環境の浄

化や非行の防止等を図るため、関係機関・団体を中

心とした市民の主体的な活動を促します。 

また、家庭や学校、地域等と連携を密にし、健全な

社会環境づくりに努めます。 

・青色防犯パトロール活動の支援 

・地域環境点検活動の支援 

・街頭指導活動の支援 

・少年少女スポーツ指導者講習会の開催 
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第２節 委員会･各種団体等 
 

（１）小城市青少年育成市民会議 

小城市の未来を担う青少年が心身ともにたくましく成長していくために、小城市青少年育成

市民会議では、明るく温かい家庭と、ふれあいのある地域社会づくりを目指しています。 

今日、子ども、若者を取り巻く社会環境は、核家族化、地域社会の連携の希薄化、インター

ネット普及による弊害、いじめ、少年による重大事件、有害情報の氾濫など、依然として大変

厳しいものとなっており、青少年の自立をめぐる問題も深刻化しています。 

このような中、青少年の可能性を最大限に発揮できるようにしていくためには、学校・家庭・

地域で連携・協力を図りながら、子どもたちの成長を見守っていくことが大切です。 

そのためには、各地区育成会を軸として、関係機関や各種団体との連携、強化に努め、地域

の連帯意識を高める活動に取り組み、学校・家庭・地域との情報を共有し、青少年の健全育成

に取り組んでいくことが不可欠です。 

また、青少年が小城市の恵まれた自然の中で、歴史と伝統を受け継ぐことができるよう、地

域の伝統行事や文化事業への参加を呼びかけていきます。 

そして、基本的な生活習慣を身につける「早寝早起き朝ごはん」運動を推進し、安全・安心

な地域社会を目指し、「青色防犯パトロール」「子ども 110 番の家」の活動を促進、青少年の大

切な安らぎの場である、家庭でのふれあいを推進する「家庭の日(第３日曜日)」を推奨するな

ど、地域全体で青少年の健全育成における活動の推進を図っていきます。 

 

重点目標及び主な活動 

 

（Ⅰ）学校・家庭・地域社会及び関係機関等の連携による安全・安心な環境づくり 

 ①あいさつ運動の推進 

 ②青色回転灯装備車などによる防犯パトロールの実施 

 ③地域の環境点検、危険箇所点検活動の実施 

 ④「子ども 110 番の家」運動の連携・強化 

   

（Ⅱ）心豊かな明るい家庭づくりの推進 

  ①「早寝早起き朝ごはん」運動の展開 

  ②家庭教育に係わる事業への積極的な参加の呼びかけ 

  ③「家庭の日(第３日曜日)」運動の推進 

  ④子どもの読書活動の推進 

  ⑤「教育講演会」や「子育て講座」などへの参加の推進 

         

（Ⅲ）情報化社会を生きぬくための子どもの健全育成の推進 

①インターネットの適正な活用力育成のための情報モラル教育の充実 

②携帯・スマホ利用等の家庭ルール作成の推進 

③通信機器のフィルタリング利用の促進 

 

（Ⅳ）歴史と伝統を受け継ぎ、文化を創造し、豊かな心を育む団体活動、自然体験活動及び社会  

参加体験活動の推進 

①モデル子どもクラブ事業の実施 

②地域の伝統行事や社会参加体験活動の推進 

③自然体験、野外活動体験ができる施設（干潟体験施設など）の活用 

④子どもクラブドッヂビー大会、ラジオ体操会などへの積極的な参加の呼びかけ 

  ⑤子どもクラブ活動の充実、子どもクラブ間の交流とボランティア活動への参加の呼びかけ 
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（Ⅴ）各地区青少年育成会の活動の推進及び連携・強化 

  ①各地区青少年育成会活動の支援 

  ②各地区青少年育成会の連携及び情報交換の推進 

  ③子ども・若者育成支援指導者の養成推進 

  ④「少年少女の声大会」、「モデル子どもクラブ活動事業」実施及び参加の呼びかけ 

  ⑤ながら見守り活動の普及・推進 

 

◎ 構成団体 

 

桜岡地区青少年健全育成会  (小城公民館桜岡支館内) 

岩松地区青少年健全育成会  (小城公民館岩松支館内) 

晴田地区青少年健全育成会  (小城公民館晴田支館内) 

三里地区青少年育成会  (小城公民館三里支館内) 

三日月地区青少年育成会  (三 日 月 公 民 館 内) 

牛津地区青少年育成会  (牛 津 公 民 館 内) 

芦刈地区青少年育成会  (芦 刈 公 民 館 内) 

 

 

（２）牛津っ子支援ネットワーク 

牛津っ子支援ネットワークは、子どもの活動に関する組織団体が、統一した理念の下、民 

間主導による「学社連携・融合」を目指して、実践していくためのネットワークです。 

牛津地区 31 の関係団体で構成されています。 

 

（３）津の里ミュージアム実行委員会 

   津の里ミュージアム実行委員会は、地域の教育力の再生、安全でかつみんなが安心できる

子どもの居場所づくりに貢献することを目的として牛津地区で組織されています。 

 

（４）小城市ＰＴＡ連絡協議会 

小城市ＰＴＡ連絡協議会は、市内の小学校８校及び中学校４校のＰＴＡ（育友会）で構成

する組織です。 

構成ＰＴＡの総意を結集し、教育振興に寄与することを目的に、役員会及び母親委員会な

どを中心に活発に活動を展開しています。 

   

    ○ 正会員 2,438 人                 （令和６年３月現在）
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第４部 生涯学習・生涯スポーツの充実 
 

 

 

    第１章 生涯学習・生涯スポーツの環境の充実 

 

第２章 自主的な取り組みの推進



 

- 45 - 
 

第１章 生涯学習・生涯スポーツの環境の充実 

 
第１節 方針と施策 

１．方 針 

市民一人一人が主体的な学習活動を行い、生涯にわたり学び続け心豊かに生き生きと暮らし

ていくための自発的な活動を支援していきます。 

地域住民にとって最も身近な学習拠点であり、地域の教育力活性化の拠点として重要な役割

を担う公民館や図書館などの社会教育施設において、生涯学習の環境づくりに努めながら、ニ

ーズに応じた情報発信を行います。 

また、年齢や性別、障がいなどを問わず、市民が関心、適性に応じてスポーツに参加できる

環境を整備することを推進します。また施設の適正な管理を行うことにより、利便性、安全性

を向上させ、誰もが安心して利用できる施設を目指します。 

 

２．現状と課題 

（１）生涯学習・生涯スポーツ環境  

市民の学習ニーズは、多様化、高度化してきており、一人一人が自発的意思をもって取り組

める学習活動を行い、まちづくりの一環としてその成果が地域社会の発展に生かされる学習環

境づくりが求められています 

また、令和５年度市民アンケート調査の結果、生涯スポーツに取り組んでいるとした人が

30.6％、そのうち、週３日以上が 48.8％で、週３日以上の運動・スポーツの実施率は 14.9％

と国調査の成人の週３日以上のスポーツ実施率 30.4％（令和３年度）には達していない状況で

す。 

このため、ニーズに応じた講座や教室など学習・スポーツに取り組む機会の提供や安全・安

心して利用できるよう施設整備、設備の充実が必要です。 

 

（２）図書館事業 

市民図書館は、市民の知的自由と生涯にわたる自己学習の場を提供し、教育及び文化の発展

に寄与するため、自由で公平な資料と情報を提供することを目的としています。また、人と人、

本と人が出会う広場であり、心の安らぎの場所でもあります。そのための雰囲気づくりや事業

を行ないながら、市に関する資料を積極的に収集し、市の歴史や文化を伝えていく場として、

市民の声を広く聴き、市民とともに育つ図書館を目指しています。 

図書館では、三日月館、小城館、牛津分室、芦刈分室を拠点とし、さらに自動車図書館「本

丸くん」を市内各所に運行して、市全域に図書館サービスを行っています。現在、三日月館に

おいては、毎週金曜日に開館時間の１時間延長を行い利用者への利便性を図っています。また、

県内図書館との連携により、図書の相互貸借を行っています。 

令和２年度に策定した「第三次小城市子どもの読書活動推進計画」では、広い教養の育成と

※家読（うちどく）の推進を行う読書環境づくりの実現を目指したサービスに取り組んでいま

す。 

例えば、郷土学習に関する具体的取組として、「小城のお宝」絵画・調べ学習コンクールを

実施、毎年充実した調べ学習の応募があります。 

令和６年度の小城市教育の重点目標のひとつは「広い教養の育成と家読（うちどく）の推進」

です。令和４年度から「うちどくノート」を作成し、小学生以下の子どもたちを対象に配布し

ています。家族で読書を通じたコミュニケーション「本を読んで、家族や地域で話そう！つな

がろう！」を合言葉に今年度も引き続き家読（うちどく）の推進を目指します。 

また自動車図書館「本丸くん」は稼働 27 年経過し、車体の老朽化が進んでいます。今後の

自動車図書館サービスの再構築が課題となっています。 
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※家読（うちどく）とは・・・ 

「家庭読書」の略語。家庭で本を読んでコミュニケーションを図り、家族の絆を深めることを

目的としています。 

 

３．基本事業と具体的取り組み 

（１）安全で快適な生涯学習環境の提供 

目    標 具 体 的 取 組 

①生涯学習施設管理 

生涯学習の拠点である公民館や図書館、歴史資料館

等の施設の特性を生かした安全で快適な学習環境の提

供と利便性の確保を図ります。また、その他数多く存

在する生涯学習関連施設の活用情報の提供に努めま

す。 

・生涯学習センター管理事業 

・野外研修センター管理事業 

・小城町支館(桜岡、岩松、晴田、三里)

管理事業 

・牛津公民館管理事業 

・芦刈地域交流センター管理事業 

②公民館社会教育事業 

地域の特性を生かした独自の自然体験学習プログラ

ムや、各世代、時代に即した市民ニーズに応えるプロ

グラム、行政課題に対応したプログラム等を整備する

とともに、生涯学習に関する分かりやすい情報の提供

に努め、自発的･継続的な学習を促進します。 

 また、人権教育についても人権・同和対策室との連

携を図ります。 

・小城市公民館体験講座 

・小城市文化祭事業 

・成人学級事業小城町大人塾 

・女性学級事業(小城) 

・高齢者学級事業三日月晩成大学 

・高齢者学級事業(牛津) 

・社会人学級プラスワン(芦刈) 

・社会人権・同和教育集会所運営事業 

③社会教育運営事業 

「いつでも、どこでも、だれでも」生涯学習に取り

組めるよう、市内外の生涯学習関連情報の収集と分か

りやすい情報の提供に努めるなど生涯学習を支援する

体制の構築を図ります。 

・生涯学習推進計画の推進 

・社会教育委員の会議の開催 

・社会教育主事資格の取得 

・社会教育主事の配置 

・生涯学習情報の発信 

 

（２）社会体育施設の安全管理とスポーツ活動の活発化 

目   標 具 体 的 取 組 

①社会体育運営事業 

あらゆるステージにおいて、スポーツ活

動を支える団体や指導者、スポーツボラン

ティアの育成を図ります。 

・スポーツ推進委員研修の実施 

・各地区へのスポーツサポーターの設置 

・少年少女スポーツ指導者講習会の実施 

 

②体育施設管理事業 

体育施設の安全管理に努めます。 

・SAGA2024 国民スポーツ大会、全国障害者スポーツ

大会に向けた施設の充実 

・体育施設の安全管理 

 

③スポーツ・チャレンジ・フェスタ事業 

市民がスポーツを「する」「みる」「ささ

える」の立場で関わることで、スポーツに

取り組むきっかけづくりと参加者相互の

コミュニケーションの場を提供します。 

・トップアスリート交流事業 

・スポーツレクリエーション大会事業 

 

④公民館社会体育事業 

市民の体力向上及びスポーツを通じた

交流・融和を図るため、社会体育事業を実

施します。 

・小城町女性ミニバレーボール大会事業 

・小城町民ソフトボール大会事業 

・三日月町ミニバレーボールリーグ戦開催事業 

・牛津町民綱引き大会事業 

※上記４事業は SAGA2024 国スポ全障スポのため休止 

・総合型地域スポーツクラブ事業(芦刈) 
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（３）図書館事業 

目   標 具 体 的 取 組 

市内全域に平等で、公平

な図書館サービスを目指

します。 

・職員の資質向上と多様な資料の収集 

・学校図書館との連携及び支援事業 

  団体貸出、相互貸借など効率的な貸出の支援 

・県内図書館との連携 

・各種講座の開催 

  夏休みこども講座、ティーンズ講座、一般向け講座など 

・おはなし会の充実 

出張おはなし会、大きなおはなし会など 

・おはなしボランティアグループとの連携 

・自動車図書館「本丸くん」サービスの充実 

・広域貸出（平成 27 年４月～） 

・国立国会図書館デジタル化資料閲覧及び複写サービスの利用促進 

・家読（うちどく）の推進 

  うちどくノートの配布 

・第三次小城市子どもの読書活動推進計画の推進 
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ニュースポーツ教室・スポーツ大会 

公民館体験講座・大人塾・晩成大学 

 

放課後子ども教室・こどもまつり 

 

市民文化祭 

二十歳の式典 
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第２節 社会教育・社会体育施設の概要 
１ 公民館等 

施設名 所在地 
開館 

年月 

構造等（単位：㎡） 
施設概要 

構造種別 敷地面積  建物面積  

小城公民館 
小城町 

253-21 
平 28. 1    

小城市まちなか市民交流プラ

ザ内 1階 

小城公民館 

桜岡支館 

小城町 

253-21 
平 28. 1    

小城市まちなか市民交流プラ

ザ内 2階 

小城公民館 

岩松支館 

小城町 

松尾 3780-1 
昭 48. 4 

鉄骨造り 
平屋建 1,819.57 571 

集会室、研修室、和室 

調理実習室 

小城公民館 

晴田支館 

小城町 

晴気 2096-1 
昭 54. 4 

鉄筋コンク
リート 
平屋建 

1,462 610 
集会室、研修室、和室 

調理実習室 

小城公民館 

三里支館 

小城町 

栗原 1244-1 
昭 53. 4 

鉄筋コンク
リート 
平屋建 

1,974 563 
集会室、研修室、和室 

調理実習室 

三日月公民館

（小城市生涯

学習センター） 

三日月町 

長神田 1845 
平 8. 3 

鉄筋コンク
リート 
2 階建 

10,743 3,780 

多目的文化ホール 504 席 

市民図書館、視聴覚室、和室 

小中会議室、生活工房 

牛津公民館 
牛津町 

柿樋瀬 1100-1 
平 28. 1 

鉄筋コンク
リート 
2 階建 

1,906.43 1,552.09 
1 階・ホール、研修室、図書館

分室 

2 階・研修室、和室 

牛津公民館 

別館 

牛津町 

勝 1324-1 
平 28. 1 

鉄筋コンク
リート 
2 階建 

2,013 1,037 
1 階・研修室 

2 階・研修室、和室 

 

砥川地域連携

室 

牛津町 

上砥川 1405 
平 28. 9    

砥川小学校体育館 2 階 

 

 

芦刈公民館 
（芦刈地域交

流センター） 

芦刈町 

三王崎 349 
平 24．3 

鉄筋コンク
リート 
平屋建 

7,280 2,038 

1 階・会議室Ａ，Ｂ  

和室Ａ、Ｂ  

市民活動室、図書館、 

多目的ホール、 

交流ホール 

下畑田 

教育集会所 

小城町 

畑田 634 
昭 51.12 木造平屋建 594 167 

小会議室、大会議室、児童室、

調理室、事務室 

 

２ 研修センター 

施設名 所在地 
開館 

年月 

構造等（単位：㎡） 
施設概要 

構造種別 敷地面積 建物面積  

三日月野外 

研修センター 

三日月町 

織島 2-13 
昭 61. 4 

木造平屋一

部 2階建 
8,791 469 

宿泊棟、研修棟 

炊事場、ファイヤー広場 

 

 

 

 

 

 



 

- 50 - 
 

３ 図書館  

施設名 

内 容 
三日月館 

（ドゥイング三日月内） 
小城館 

（桜城館内） 

牛津分室 

（牛津公民館内） 
芦刈分室 

（芦刈地域交流センター内） 

敷地面積 10,743 ㎡ 4,228 ㎡   －   －   

延床面積 3,619 ㎡ 3,497 ㎡   －   －   

うち図書館分  893 ㎡ 1,136 ㎡  162 ㎡  172 ㎡  

開館時間 

・平日（火～木） 

10 時から 18 時 

・金曜日 

 10 時から 19 時 

・土･日･祝日 

10 時から 17 時 

・平日（火～金） 

10 時から 18 時 

・土･日･祝日 

 10 時から 17 時 

・平日（火～木） 

 10 時から 18 時 

・土･日･祝日 

10 時から 17 時 

・平日（火～木） 

 10 時から 18 時 

・土･日･祝日 

10 時から 17 時 

休 館 日 

月曜日 

※月曜日が祝日と

重なった場合は

火曜日休館 

第４木曜日 

祝日 

（5/5･11/3 を除く） 

12 月 29 日 

～1月4 日 

特別整理期間 

月曜日 

※月曜日が祝日

と重なった場合

は火曜日休館 

第４木曜日 

祝日 

（5/5･11/3 を除く） 

12 月 29 日 

   ～1月 4 日 

特別整理期間 

月曜日・金曜日 

※月曜日が祝日

と重なった場合

は火曜日休館 

第４木曜日 

祝日 

（5/5･11/3 を除く） 

12 月 29 日 

    ～1月 4 日 

特別整理期間 

月曜日・金曜日 

※月曜日が祝日

と重なった場合

は火曜日休館 

第４木曜日 

祝日 

（5/5･11/3 を除く） 

12 月 29 日 

   ～1月 4 日 

特別整理期間 

資

 

料

 

数 

一 般 書 73,121 97,103 13,148 10,650 

児 童 書 37,765 46,056 9,851 9,154 

視聴覚資料 2,763 3,206 108 118 

雑 誌 等 3,369 4,183 262 320 

計 117,018 150,548 23,369 20,242 

利

用

状

況 

新規登録者数 504 186 25 39 

利用者数 24,461 20,862 4,612 4,411 

貸出点数 120,424 104,932 22,333 22,512 

入館者 44,856 46,415 14,779 14,371 

主 な 事 業 

・おはなしタイム 

毎月第 2・第 4土曜日 

15：00～15：30 

・ブックリサイクル 

・でっかいおはなし会 

・連携事業（児童セ 

 ンター・市内小学 

 校へおはなし会） 

・ティーンズ講座 

・一日図書館職員体験 

・クリスマス会 

 

・おはなしかい 

毎月第１・第 3土曜日 

14：30～15：00 

・読書週間イベント 

・ブックリサイクル 

・一日図書館職員体験 

・夏休みイベント 

・一般向け講座 

・絵画・調べ学習コン

クール 

・おはなしかい 

毎月第３日曜日 

11：00～11：30 

・ブックリサイクル 

・夏の大きなおはなし 

  会 

・読書週間イベント 

・クリスマスおはな 

 し会 

・おはなしかい 

毎月第３土曜日 

14：00～14：30 

・ブックリサイクル 

・読書週間イベント 

・こどもの日イベント 

・夏休み読書イベント 

・秋の大きなおはなし 

  会 

※ 自動車図書館（本丸くん）の利用状況は三日月館に含む。 

※ 蔵書数、利用状況は、令和６年３月末の数値  
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４ 体育施設 

施設名 所在地 
開館 

年月 

構造等（単位：㎡） 

施設概要 
構造種別 敷地面積 建物面積 

小城体育 

センター 

小城町 

畑田 98-1 
昭 60. 3 

鉄筋コン 

クリート 

2 階建 

 

7,027 

 

1,985 

バレー2面、バスケット 2面 

バドミントン 6面、ミーティン

グ室 

三日月体育館 
三日月町 

長神田 1848-9 
昭 61. 3 

鉄筋コン 

クリート 

2 階建 

8,788 1,997 
バレー2面、バスケット 2面 

バドミントン 6面、ミーティン

グ室 

三日月 

 グラウンド 

三日月町 

長神田 339-1 
昭 63. 4  12,187  

野球 1面 10,100 ㎡ 

ソフトボール 2面 

ゲートボール 5面 2,087 ㎡ 

三日月 

ふれあい公園 

テニスコート 

三日月町 

樋口 1221 

 

平 9. 4 

 

砂入り 

人工芝 
11,567  

人工芝コート 2面 1,603 ㎡ 

夜間照明 

牛津体育 

  センター 

牛津町 

柿樋瀬 1100-2 
昭 56. 4 

鉄筋コン 

クリート 

2 階建 

3,430 1,738 
バレー2面、バスケット 2面 

バドミントン 6面 

フットボール

センター 

牛津町 

  勝 1071-1 
令 6. 1 人工芝 14,280 224 

サッカー2 面 

クラブハウス(本部室、審判室、

控室 4室、医務室) 

牛津武道館 
牛津町 

牛津 556-1 
平 6. 3 

鉄筋コン 

クリート 

2 階建 

1,509 1,355 
1 階・剣道場 2面 478 ㎡ 

2 階・柔道場 2面 487 ㎡ 

牛津運動公園 
牛津町 

下砥川 659-2 
昭 56. 4 

 

 

 

11,484  
ソフトボール 2面 

野球 1面 

グラウンド・ゴルフ 

芦刈 

文化体育館 

芦刈町 

三王崎 172-1 
平 5. 4 

鉄筋コン 

クリート 

2 階建 

8,173 3,902 
バレー3面、バスケット 2面 

トレーニング室、会議室 

2 階・柔道場 168 畳 

芦刈運動公園 
芦刈町 

三王崎 172-1 
平 5. 3  10,484  

 

テニスコート 2面 
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第２章 自主的な取り組みの推進 
 

第１節 方針と施策 

１．方 針 
市民の学習機会の充実を図るとともに、学習成果を地域や学校などで生かされる仕組みづく

りを構築します。 

また、地域のリーダー的存在となる指導者の人材発掘に努めます。 

 

２．現状と課題 

自己啓発のための生涯学習活動は盛んに行われており、その学習成果の大部分が日常生活や

健康に生かされていますが、身につけた知識や技能を広く地域に生かす場所の提供などが少な

い状態です。 

砥川地域連携室運営事業や学校地域夢つなぎ応援事業では知識や技能の活用が行われてお

り、こうした人材活用の場の拡大を図る必要があります。 

また、小城市文化連盟の文化人財バンク制度の利活用を促進し、成果を地域へ還元していく

循環型の生涯学習を定着させ、地域の教育力の向上につなげていくことが必要です。 

 

３．基本事業と具体的取り組み 

（１）生涯学習の地域還元の取り組み 

目    標 具 体 的 取 組 

①社会教育関係団体との連携 

社会教育関係団体の自立に向けた活性化を促すため、自

主性を尊重しつつ、相談体制の充実や指導・助言に努めま

す。 

・社会教育団体の自立化に向けての

指導・助言 

・連携事業の実施 

 

②社会教育団体支援事業 

地域の活性化を図るため、地域社会を担う社会教育団体

( 地域婦人会、文化連盟）等と連携をとりながら自立を促

すための支援を行います。 

・社会教育団体(地域婦人会、文化

連盟）支援 

・文化芸能分野及びスポーツ分野へ

の激励費の交付 

③指導者の登録、派遣体制の充実 

学習の成果を地域へ還元していく循環型社会の構築と

して、様々な分野における指導者やボランティア、また多

様な人材を発掘・登録し、地域で活躍されることを積極的

に推進します。 

・文化人財バンク制度の活用の促進 
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第２節 委員会･各種団体等 
（１）社会教育委員 

社会教育に関する市民の意向を反映させ、また、社会教育行政の効率的な運用と広く各方

面の知識と経験を行政に反映させるため、教育委員会の諮問機関として社会教育委員 12 人

を委嘱し、会議を開催しています。 

委員の職務は、社会教育法（昭和 24 年法律第 207 号）第 13 条並びに第 17 条第１項及び

第２項に規定された事項のほか、同法第 17 条第３項の規定に従い、小城市教育委員会から

委嘱された次に掲げる事項につき指導助言を行うこととなっています。 

 

① 大人社会の倫理観の啓発活動に関する事項 

② 生涯学習事業に関する諸計画の立案に関する事項 

③ 自然体験活動等地区公民館活動の活性化に関する事項 

④ 公民館における各種事業の企画実施に関する事項 

⑤ 青少年健全育成に伴う生活環境の浄化に関する事項 

⑥ 家庭教育の充実及び強化に関する事項 

 

 （２）公民分館長 

    公民分館長は、小城市生涯学習振興計画に基づく小城市社会教育の推進及び地区の自治公

民館の適正な運営や自主的活動を推進するなど、地域コミュニティ形成のための重要な役割

を担っています。そのため、公民分館長は市内自治区の自治公民館に 177 人を配置していま

す。 

 

（３）小城市地域婦人会 

  小城市地域婦人会は、地域の活力となり、地域の子育て支援と成長していく子どもたちの

健全育成、さらに地域の生活環境の向上、まちづくり、地域活動などに積極的に参画し、地

域への取り組みに励むとともに、輝く女性としての資質の向上をスローガンに、次の重点項

目に取り組まれています。 

 

重点項目 

① 団体として、見える魅力ある活動を展開し、組織の拡大と他団体との連携を図り、次世

代につなぐ“いきいき”婦人会活動を目指します。（組織） 

② 地域文化の伝承や学校と地域・家庭の連携を支援し、社会教育の更なる構築をはかり、

地域の教育力を高める活動を目指します。（教育） 

③ 高齢者、障がい者、子育て支援等への関わりを通して、ぬくもりのある居場所づくり、

仲間づくりをすすめ、支えあいとともに生きる地域づくりを目指します。（福祉） 

④ 防災・減災の実践訓練の実施、食の安全（地産地消の推進）、地域環境、エネルギーな

ど、安全・安心な地域づくりを目指します。（生活） 

⑤ 男女共同参画社会の実現に向け、女性の資質向上を図り、各種審議会等政策決定の場に

積極的に参画するよう努めます。（男女共同参画） 

 

○ 構 成：４支部   会 員：223 人        (令和６年３月現在) 

 

（４）小城市文化連盟 

  文化連盟は、地域文化の継承と新たな文化の創造に向け、市内の文化団体相互の連携を密

にし、情報交換及び親睦、融和を図るとともに、郷土の文化振興に寄与するため、各種の事

業を実施しています。 

また、各支部ではそれぞれの特性を生かした、文化祭、ひなまつり及び観月会を実施する

など、精力的に活動をしています。 
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① 団体相互の連絡と情報資料の交換、提供 

② 各団体等が主催する事業の支援 

③ 各種文化事業の企画及び開催 

④ その他目的達成に必要な事項 

 

○ 構 成：４支部  団 体：159 団体  会 員:1,498 人 （令和６年３月現在） 

 

（５）スポーツ推進審議会 

    スポーツ推進審議会は、スポーツ基本法（平成 23 年法律第 78 号）の規定により置かれて

いる審議会です。委員は、スポーツに関する学識経験のある者及び関係行政機関の職員から

市教育委員会が委嘱しています。 

   審議会は、教育委員会の諮問に応じて、スポーツの推進に関する次に掲げる事項について

調査、審議し、及びこれらの事項に関して教育委員会に答申することとなっています。 

 

① スポーツの施設及び設備に関すること。 

② スポーツ技術及びスポーツ指導者の資質向上に関すること。 

③ スポーツ団体の育成並びにスポーツ行事の実施及び奨励に関すること。 

④ スポーツによる事故の防止に関すること。 

⑤ 前各号に掲げるもののほか、スポーツの推進に関すること。 

 

（６）スポーツ推進委員 

スポーツ推進委員は、スポーツ基本法（平成 23 年法律第 78 号）の規定により、市教育委

員会は、社会的信望があり、スポーツに関する深い関心と理解を持ち、市民スポーツ推進に

熱意と能力を持つものの中から、41 人を委嘱しています。 

委員は、その職務を行う上での必要な知識及び技術の習得に努めることにより、市民スポ

ーツの推進に関し、その分担する事項について次の職務を行うこととなっています。   

  

① スポーツ推進のための事業の実施に係る連絡調整を行うこと。 

② 市民のスポーツ活動促進のための組織の育成を図ること。 

③ 学校、公民館等の教育機関、その他行政機関等の行うスポーツ行事または事業に関し

協力すること。 

④ スポーツ団体その他の団体の行うスポーツに関する行事または事業に関し、求めに応

じて協力すること。 

⑤ 職域及び各種団体に関する人々の求めに応じて、スポーツ技術の指導をすること。 

⑥ 市民一般に対し、求めに応じて技術の指導を行うとともに、スポーツの必要性及びそ

の意義についての理解を深めること。 

⑦ 前各号に掲げるもののほか、市民スポーツの推進のための指導、助言を行うこと。 

 

     ※ 委員（定数 50 人）：任期 令和６年４月１日～令和８年３月 31 日 

         小 城 地 区  ・・・・・  17 人 

         三 日 月 地 区  ・・・・・  11 人 

         牛 津 地 区  ・・・・・   4 人 

         芦 刈 地 区  ・・・・・   9 人      （令和６年５月１日現在） 
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  （７）一般財団法人 小城市スポーツ協会 

一般財団法人小城市スポーツ協会は、小城市の体育団体を総括し、これを代表する団体

として、市民体育及びスポーツの普及と推進に関する事業を行うとともに、市民の体力の

向上とスポーツ精神を養い、健全な心身の発達に寄与することを目的としています。下記

の基本方針に基づく事業計画により、小城市や加盟団体及びスポーツ団体との連携のもと、

スポーツ活動の普及及び振興並びに競技力の向上を目指し活動を展開されています。 

 

※ 令和６年度基本方針 

    （１）市民スポーツ活動の充実 

① 各競技団体の組織の基盤強化  

② 指導者の養成・確保 

③ 市民スポーツ大会、各種大会、教室等の事業拡大 

    （２）競技力向上の推進 

① 各競技団体の育成・強化 

② 県民スポーツ大会における総合入賞を目指して選手強化 

③ 選手の発掘                   

    （３）協会組織の体制強化 

① 体育施設の適正な管理運営による財政基盤の充実 

② 関係機関・団体との連携の充実 

③ ホームページの活用及び広報紙「スポーツ協会だより」発行による PR 

④ 研修機会の充実  

 

（８）あしかりはーとクラブ 

あしかりはーとクラブは、小城市内唯一の総合型地域スポーツクラブです。 

自主企画、自主運営によるスポーツ及び文化活動を通して、人づくり・健康づくり・仲

間づくりを図り、地域スポーツ及び文化の普及振興に寄与する目的をもって活動されてい

ます。 

    

（９）スポーツサポーター 

スポーツサポーターは、地域におけるスポーツの振興とその充実を図るために市内の自

治会に設置しています。市民が身近にスポーツを行えるような役割を担っています。 
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第５部 歴史・文化の継承と文化財の保存 
 

 

 

第１章 歴史、文化・伝統芸能の継承と振興 

 

第２章 文化財の適正な保護 
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第１章 歴史、文化・伝統芸能の継承と振興 

第１節 方針と施策 

１．方 針 

 小城市の歴史・文化を継承し新たな文化を創造するとともに、市民の豊かな文化活動を促す

ため、多彩な文化の振興と伝統文化の継承を行っていきます。また、学校からの見学などを通

して子どもたちにも郷土の歴史や文化に触れる機会をつくっていきます。 

中林梧竹記念館や歴史資料館の資料の充実を図るとともに、活用を促進し、また伝統芸能を

保存し、後世に継承できるような活動団体の育成支援を行い、市民に文化を身近なものとした

環境づくりに努めます。 

 

 

２.現状と課題  

市の歴史・文化・伝統を基礎にさまざまな文化活動が行われています。 

美術団体と協力し、桜城館２階企画展示室、展示ホールにて美術展「空・創・感」を開催し

ました。また、市民に興味を持ってもらうようなイベントを開催することが求められています。 

文化振興では、中林梧竹翁の顕彰と関連事業の推進や古文書・歴史資料の整理や調査を行う

必要があります。 

また、伝統芸能は少子高齢化などによる後継者、会員などの減少により活動の縮小や停止も

見受けられます。今後は、後継者の育成などが課題です。 

 

 

３．目標と具体的取り組み 

 （１）文化事業の振興  
 

目   標 具 体 的 取 組 

① 高度な芸術鑑賞機会の提供 

 

② 市民の文化意識の高揚 

 

 

 

③ 佐賀大学との交流・連携 

 

・芸術鑑賞事業 

高度な芸術の鑑賞機会の提供 

・各種講座の開催 

  古文書講座 

  小城の歴史講座 

・書に親しむ機会の創出 

・佐賀大学小城鍋島文庫の利活用 

・特別企画展 

・記念講演会 
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（２）中林梧竹記念館と歴史資料館及び文化施設の活用 

目   標 具 体 的 取 組 

① 中林梧竹記念館・歴史資料館

の充実 

 

 

 

 

 

 

② 資料の活用とその検討 

 

 

 

 

③ 文化施設の活用 

 

・中林梧竹作品の公開（３か月ごとに展示替を行う） 

・歴史資料館展示内容の充実 

・歴史資料館協議会、中林梧竹記念館協議会の開催 

・くらしのうつりかわり展の開催 

・調査研究報告書の刊行 

・古文書講座受講生による古文書解読 

・美術団体との協力 

・小中学校の授業協力 

・歴史資料や梧竹書作品の調査・収集 

・新収蔵品展の開催 

・発掘調査成果展の開催  

・梧竹デジタルミュージアムの拡充 

・収蔵絵画作品の公開 

・牛津会館、赤れんが館の活用 

・小城文化センターの活用 

 

（３）伝統芸能の継承  
 

目   標 具 体 的 取 組 

伝統芸能の保存と継承 

 

・郷土芸能団体の発表機会の創出 

・伝承芸能団体への運営費補助 
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第２節 文化施設の概要 
 

施設名 所在地 
開館 

年月 

構造等（単位：㎡） 

施設概要 構造 

種別 

敷地 

面積 

延床 

面積 

桜城館 
小城町 

158 番地 4 
平 11.4 

鉄筋コン

クリート 

２階建 
4,228 3,497 

【1階】 

市民図書館小城館、図書

館事務室、収蔵庫 

【2階】 

中林梧竹記念館、歴史資

料館、企画展示室、研修

室、文化課事務室 

小城文化 

センター 

小城町 

520 番地 1 
昭 63.4 

鉄筋コン

クリート 

２階建 
981 655 

【1階】 

ラウンジ、研修室、実習

室、焼成窯 

【2階】 

和室、音楽室 

牛津会館 
牛津町 

牛津 586 番地 

大 正 初

期建築 

木造平屋

一部２階

建 
2,752 

424 
和室（4部屋）、炊事場、 

管理人室 

牛津 

赤れんが館 

牛津町 

牛津 586 番地 

明 治 中

期建築 

煉瓦造 

２階建 
339 

1 階：コンクリート土間 

2 階：板の間 

※ 財産台帳より  
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第２章 文化財の適正な保護 

第１節 方針と施策 

１．方 針 

指定文化財の適正な保存や未指定文化財の調査を行い、指定、整備を進めます。また、観光

やまちづくりとの連携という視点に立ち、「屋根のない博物館構想」を推進し、情報発信、活

用を行います。 

 

２．現状と課題 
小城市は旧石器時代から現在までの長い歴史・文化があり、市内にはこの歴史や文化を物語

る弥生時代の土生遺跡（国史跡）をはじめ、中世の肥前千葉氏や江戸時代の小城鍋島氏ゆかり

の文化財や、肥前石工による多くの優れた石造物が残されています。 

このことから令和５年度は、小城町吉田に所在する円明寺が所有する仏像２躯を小城市重要

文化財に指定しました。 

市内の多くの文化財は未調査のものや、保存・整備・活用という点では不十分なものもあり、

また、散逸や滅失の恐れがあるものがあります。早急な調査や指定を行い保存・整備・活用を

進めていく必要があります。 

 

３．目標と具体的取り組み 

（１）文化財の適正な保護 

目   標 具 体 的 取 組 

① 屋根のない博物館構想 

 

 

 

② 文化財の保存 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 埋蔵文化財の調査 

 

 

・市民学芸員の活動 

・史跡探訪会 

・文化財ウォーキング 

・文化財説明板の設置 

・市重要文化財・史跡などの指定 

・文化財保護審議会の開催 

・土生遺跡調査委員会の開催 

・指定文化財の維持・管理 

・県指定重要文化財の修理 

・重要遺跡の保存計画の検討 

・石造物の所在調査 

・小城郷土史研究会や石工の里を未来に伝える会、肥前 

狛犬を学ぶ会との連携 

・分散保管している文化財の一括管理に向けた検討 

（国・県補助） 

・市内遺跡確認調査（発掘届出・通知の受付・副申） 

・市内遺跡発掘調査及び出土遺物の整理作業 

・重要資料の保存処理 

・土生遺跡の範囲確認調査 
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第２節 登録・指定文化財（令和６年４月１日現在） 

１ 国指定 

種  別 名  称 所在地 指定年月日 

史   跡 土生遺跡 三日月町土生 S48.6.2 

重要文化財（彫刻） 
木造薬師如来坐像一躯 

牛津町上砥川 常福寺 S25.8.29 
木造帝釈天立像一躯 

天然記念物 カササギ生息地 市内 T12.3.7 

 

 

２ 県指定 
 

種  別 名  称 所在地または所有者 指定年月日 

史   跡 

寺浦廃寺塔跡ならびに礎石 小城町寺浦 S46.6.23 

茶筅塚古墳 小城町本町 H4.5.27 

姫塚 三日月町東分 S51.2.25 

権現山前方後円墳及び二号墳 三日月町岡本 
H5.3.31 

円山古墳 三日月町西分 

重要文化財（彫刻） 

木造持国天立像一躯 

木造多聞天立像一躯 
小城町三間寺 円通寺 S34.3.20 

木造地蔵菩薩半跏像一躯 小城町吉田 圓明寺 S58.3.22 

木造薬師如来坐像一躯 

木造大日如来坐像一躯 

木造十一面観音菩薩坐像一躯 

小城町門前 三岳寺 H6.3.31 

木造千手観音菩薩立像一躯 小城町東小松 建保寺 H10.5.11 

木造日光・月光菩薩立像二躯 小城市立歴史資料館 H14.3.6 

重要文化財（建造物） 

石造肥前鳥居（慶長二年銘）一基 小城町牛尾 牛尾神社 S39.5.23 

星巌寺楼門一棟 

（附）棟札 二枚 
小城町鷺ノ原 星巌寺 

S40.7.23 
H20.2.6 

星巌寺御霊屋一棟 小城町鷺ノ原 星巌寺 H19.3.14 

重要文化財（考古） 

銅戈二口 
小城市立歴史資料館 

S53.3.20 

布施ヶ里遺跡22号土壙墓出土銅釦三点 S62.3.16 

寄居古墳群出土遺物一括 佐賀県 H2.3.20 

土生遺跡群出土青銅器鋳型九点他 

小城市立歴史資料館 

H11.5.10 
H18.3.31 

土生遺跡出土踏鋤 H27.4.24 

生立ヶ里遺跡出土木製品（三十三点） H10.5.11 

重要文化財（絵画） 

絹本着色閑室元佶像一画 小城町門前 三岳寺 H3.3.20 

見瀧寺縁起絵一幅 小城町清水 宝地院 H11.5.10 

鍋島元武像七幅 佐賀県立博物館 H13.2.28 

朝日 青木繁筆 一面 佐賀県立美術館 H31.4.26 

重要文化財(美術工芸) 坐氈一枚 佐賀県立博物館 H14.3.6 
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３ 国登録有形文化財 

名       称 所  在  地 登録年月日 

村岡総本舗羊羹資料館 小城町 860 番地 H9.6.12 

日本福音ルーテル小城教会 小城町 170 番地 8 H10.12.11 

深川家住宅・土蔵 小城町 877 番地 2 H13.4.24 

小柳酒造主屋他 小城町 964 番地 H14.2.14 

天山酒造明治・大正・昭和蔵他 小城町岩蔵 1520 番地 H15.7.1 

牛津赤れんが館 牛津町牛津 586 番地 1 H12.9.26 

牛津町会館（現牛津会館） 牛津町牛津 586 番地 1 H13.8.28 

ＪＲ唐津線小城駅本屋 三日月町久米 2076 番地 1 H28.2.25 

齊藤商店店舗兼主屋 小城町 427 番地 H30.3.27 

光栄菊酒造 三日月町織島 2602 番地 3 R3.2.26 

※齊藤商店を除く９件は「22 世紀に残す佐賀県遺産」に認定されている。 

 

 

４ 指定文化財の数 

（単位：件）  

区   分 国 県 市 計 

重要文化財 

建  造  物   3 5 8 

美術工芸品 

絵  画   4 1 5 

彫  刻 2 5 14 21 

工 芸 品   1 4 5 

書  跡     3 3 

典  籍     1 1 

古 文 書     5 5 

考古資料   6 5 11 

歴史資料     4 4 

重要文化財 計 2 19 42 63 

重要無形 

民俗文化財 

無形民俗文化財   1 1 

  重要無形民俗文化財 計   1 1 

記 念 物 

史   跡 1 5 5 11 

天然記念物 

動  物 1     1 

植  物     6 6 

地質鉱物       0 

記 念 物 計 2 5 11 18 

国登録有形文化財 10     10 

合      計 14 24 54 92 

22 世紀に残す佐賀県遺産※   10   10 

※国登録有形文化財９件と「江里山の棚田」が認定 
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５ 令和５年度 小城市指定重要文化財 

 
【木造弥勒仏坐像  木造阿弥陀如来坐像】 
文化財の種別 重要文化財（彫刻） 重第 43 号 

指 定年月日 令和６年１月 25 日 

文化財の年代 南北朝時代 

      ［木造弥勒仏坐像：正平 22（1367）年 木造阿弥陀如来坐像：正平 24（1369）年] 

       ※木造阿弥陀如来坐像の体部は平安時代後期 

 

≪木造弥勒仏坐像≫  

像高 84.8 ㎝の坐像。寄木造り、玉眼、漆箔。衲衣、覆肩衣を身に着け、右手を胸の前に構え、

左手を膝の上に置き五輪塔をのせる。檜と思われる針葉樹から彫り出し、内刳りをほどこす。体内

背面及び左体側部に墨書銘がある。墨書銘から、本像が慈氏（弥勒）の像であること、禅宗に帰依

していた大檀那の千葉胤泰の福寿などを願ったこと、正平 22 年（1367）２月に制作されたことな

どがわかる。また、住持の龍峰奇才、仏子僧宗結の名がある。 

基本的な人体表現に大きな破綻がないこと、寄木造りの構造や玉眼の技法を用いていることから、

僧宗結はある程度の専門的な技術を習得していたことがわかる。大粒な螺髪やうねりのある太い衣

文には中国風がみられ、新しい知識を得ていたことが看取される。卵形の顔の輪郭や吊り上がった

まなじりには強い個性が感じられる。 

 

≪木造阿弥陀如来坐像≫ 

 像高 86.5 ㎝の坐像。寄木造り、玉眼、漆箔。衲衣を身に着け、腹前において阿弥陀定印を結ぶ。

頭体共に檜と思われる針葉樹から彫り出し、内刳りをほどこす。体内背面に墨書銘がある。墨書銘

は、千葉胤泰の息災延命や死者の往生などを願ったもので、正平 24 年（1369）９月と記されてい

て、住持の龍峰奇才、仏子民部法橋某の名がある。 

 頭部は墨書銘に記す正平 24 年、体部は様式から平安時代後期の製作と判断される。頭部は木造

弥勒仏坐像ほどのくせの強さはなく、仏師の個性の違いを感じさせる。体部は力みのない体躯や流

麗で整理された衣文に平安時代後期の定朝様式が顕著にあらわれている。 

 

       

  
木造弥勒仏坐像              木造阿弥陀如来坐像  
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